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――２００９年１月～１２月――
基礎看護学教育研究分野
〔原　著〕
１．丸茂美智子，河部房子：実習体験に対して看護学生が行った看護場面の自己評価に関する研究―自己
教育の観点からの検討―．千葉看会誌，15（1），18－26，2009．
２．植田彩，辻村真由子，岡本有子，園田芳美，松浦志野，望月由紀，石垣和子：排泄ケアにみられる身
体性―国内文献に記述された実践事例のメタ統合を通して―．千葉看会誌，15（1），68－75，2009．
〔学会発表抄録〕
３．斉藤しのぶ，和住淑子：３年次編入学生の学士課程入学時における看護学修得上の学習課題．第19回
日本看護学教育学会学術集会講演集，121，2009．
４．小宮山政敏，野田勝二，大釜敏正，藤田水穂，根本敬子，山本利江，岡直子，岩崎寛，西育子，渡辺
敏：緩和ケア病棟における園芸療法の効果．第29回日看科会学術集会講演集，477，2009．
５．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江：社会変革期におけるF.Nightingaleの業績を評価するための分析枠
組みについて．ナイチンゲール研究学会第30回集録，8－10，2009．
６．Xiaodong G.,Shinobu S.,Toshie Y.：Nursing early ocular trauma patients in China．Centennial 
Celebration Chinese Nursing Association Abstracts, 37－38，2009．
〔単行書〕
７．斉藤しのぶ：ストレス・コーピング理論，日本腎不全看護学会編集，腎不全看護．第3版，医学書院，
292－295，2009.
８．斉藤しのぶ：危機理論，日本腎不全看護学会編集，腎不全看護．第3版，医学書院，295－298，2009．
９．斉藤しのぶ：障害・疾病の受容過程，日本腎不全看護学会編集，腎不全看護．第3版，医学書院，316
－319，2009.
〔研究状況〕
　当教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し，その継承・発展
を目指した教育・研究活動を一貫して行なっている．
　看護基礎教育について，丸茂らは，基礎看護実習の振り返り授業において，看護学生が記述した実習で
の看護場面とその自己評価をもとに，看護学生の自己評価の特徴を明らかにし，自己教育の観点から考察
した（1）．また，斉藤らは，3年次編入学生の学士課程入学時における看護学修得上の学習課題を明らかに
した（3）．さらにこの研究を発展させて，文部科学省科学研究費補助金（基盤C）を受け，「看護系大学３
年次編入学における教育プログラムの開発」に取り組んでいる．
　また，看護学独自の研究方法論に関するこれまでの研究成果を活用し，斉藤，山本らは，中国における
眼外傷急性期患者への看護援助について明らかにした（6）．
　ナイチンゲール看護論を学問的に追及する研究も継続して行っており，斉藤，山本らは，ナイチンゲー
ルの業績を制度改革の観点から整理し，社会変革期におけるF.Nightingaleの業績を評価するための分析枠
組みを明らかにした（5）．
　その他，山本は，緩和ケア病棟における入院患者及び家族のQOL向上をめざして園芸療法を実施し，そ
の効果を検証した（4）．植田らは，これまでに明らかにした「身体性」の概念を用いて国内文献に記述さ
れた実践事例のメタ統合を行い，排泄ケアにおける身体性を明らかにした（2）．斉藤は，腎不全患者への
看護について分担執筆した（7,8,9）．
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看護教育学教育研究分野
〔原　著〕
１．大井千鶴，舟島なをみ，亀岡智美：看護基礎教育課程に在籍する学生の就職先選択に関する研究－病
院に１年以上就業を継続できた看護師を対象として－．看護教育学研究，18(1)，7-20，2009.
２．阿部ケエ子，舟島なをみ，山下暢子：看護学実習における学生とクライエントの相互行為に関する研
究－学生の行動に焦点を当てて－．看護教育学研究，18(1)，21-34，2009．
３．服部美香，舟島なをみ：看護師が展開する問題解決支援に関する研究－問題を予防・緩和・除去でき
た場面に焦点を当てて－．看護教育学研究，18(1)，35-48，2009.
４．吉富美佐江，舟島なをみ：プリセプター役割自己評価尺度の開発．日本看護学教育学会誌，18(3)，1-
10，2009．
〔学会発表抄録〕
５．Nakayama T., Funashima N., Yamashita N., Hattori M. : Cross-Culttural Comparison of Role 
Model Behaviors of New Nursing Faculty in the United States and Japan. Pacific Instiute of 
Nursing 2009 Conference, CD-ROM, 2009.
６．Kameoka T., Funashima N., Ueda T., Yokoyama K., Nomoto Y., Mochizuki M.,  Sugimori M. : 
Hospital Nurses' Self-Evaluation of their Excelence in Nursing Practice in Japan. 20th 
International Nursing Research Congress, Sigma Theta Tau International Honor Society of 
Nursing, CD-ROM, 2009.
７．中山登志子，舟島なをみ：助産師の学習ニードに関する研究．第40回日看学会抄録（母性看護），20，
2009．
８．後藤佳子，中山登志子：看護学の講義を展開する教員の教授活動の解明．日本看護教育学学会第19回
学術集会講演集，18(2)，8-9，2009．
９．村上みち子，舟島なをみ，三浦弘恵：看護学教員の倫理的行動の質と特性との関係．日本看護教育学
学会第19回学術集会講演集，18(2)，10-11，2009．
１０．横山京子，舟島なをみ，村上みち子，三浦弘恵，中山登志子，宮芝智子，服部美香，菊地佳子：訪問
看護師のロールモデル行動の解明．第40回日看学会抄録（看護教育），82，2009．
１１．中谷啓子，舟島なをみ，野本百合子：養護教諭の教育ニードの解明．第68回日本教育学会大会発表要
旨集録，282-283，2008．
１２．Kameoka T., Funashima N., Zao Qui-li, Yang Shufen, Nomoto Y., Miura H., Nakayama T., 
Hattori M., Xie Da-min, Liu Wei-wei : A Comparison of Quality of Teaching-Learning Process 
in Japan and China; Focusing on Nursing Lectures. 第1回日中韓看護学会抄録集，43．2009．
１３．Nakayama T., Funashima N. : Problems that Midwives in Japan Encounter in the Nursing 
Profession－Solving the Problems Through Continuing Education in Nursing－. 第1回日中韓看護
学会抄録集，181．2009．
１４．Yamashita N., Miura H., Funashima N., Murakami M., Hongo K., Kameoka T., Nakayama T., 
Hattori M., Sugimori M. : Relationships Between Personal Attributes and Role Model Behaviors 
of Nursing Faculty in BSN Programs in Japan. 40th Biennial Convention Sigma Theta Tau 
International Honor Society of Nursing, CD-ROM, 2009.
１５．野本百合子，舟島なをみ，中谷啓子：養護教諭の学習ニードアセスメントツールの開発－信頼性と妥
当性の検討－．日本養護教諭教育学会第17回学術集会抄録集，161-162，2009．
１６．中山登志子，舟島なをみ：助産師の教育ニードアセスメントツールの開発．第29回日看科学術集会講
演集，251，2009．
１７．亀岡智美，舟島なをみ，上田貴子：病院に就業する看護師の看護実践の卓越性－臨床経験年数との関
係に焦点を当てて－．第29回日看科学術集会講演集，420，2009．
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〔報告書〕
１８．千葉大学看護学部看護教育学教育研究分野研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－その活動の
軌跡－．第１集，2009.
〔単行書〕
１９．杉森みど里，舟島なをみ：看護教育学．第４版増補版，医学書院，2009．
２０．舟島なをみ監修：看護実践・研究のための測定用具ファイル－開発過程から活用の実際まで－．第２版，
医学書院，2009．
２１．舟島なをみ：アイモジン．Ｍ．キング－目標達成理論の検証と普及－，小林富美栄他編著，現代看護
の探求者たち－人と思想－．増補第２版，日本看護協会出版会，205-226，2009．
〔総説・その他〕
２２．舟島なをみ：新人看護師教育とプリセプターシップ－プリセプターに必要な知識と理論－．全国自治
体病院協議会雑誌，48(5)，675-690，2009．
２３．舟島なをみ：看護教育学「研究推進コース」の活動－ポスト・ドクトラル・コース開設を視野に入れ
て－．看護研究，42(7)，549-554，2009．
〔研究状況〕
　次の９領域に寄与する研究活動を展開した．
①看護教育学の学問的体系提示：平成20年の保健師助産師看護師学校養成所指定規則改正に伴い，最新の
知識・資料に基づき，看護教育学の学問的体系を提示（19）した．
②目標達成理論の検証：Ｉ．Ｍ．キング博士の業績を紹介し，博士が提唱した目標達成理論の検証と普及
について解説（21）した．
③看護継続教育プログラムの開発支援：看護継続教育を通した新人看護師支援に向け，新人看護師を指導
するプリセプター役割遂行自己評価尺度を開発（4）した．また，これまでに蓄積した研究成果に基づき，
新人看護師教育に必要な知識・理論について報告（22）した．さらに，病院に就業する看護師の看護実
践の卓越性を解明（6，17）した．
④看護職者の職業的発達支援：多様な背景を持つ看護職者の職業的発達支援に向け，クライエントの問題
を解決へ導いた看護師の行動を解明（3）した．また，助産師の学習ニードを解明（7）し，教育ニード
アセスメントツールを開発（16）するとともに，職業上直面する問題を解明（13）した．さらに，養護
教諭の教育ニードを解明（11）し，学習ニードアセスメントツールを開発（15）した．加えて，訪問看
護師のロールモデル行動について解明（10）した.
⑤看護学を学ぶ学生への支援：看護学を学ぶ学生の学習活動の質向上に向けて，看護学実習における学生
とクライエントの相互行為について解明（2）した．また，看護学を学ぶ学生の就職活動支援に向けて，
学生が就職先を決定する理由について解明（1）した.
⑥看護学教員の教授活動の質向上：看護学教員の教授活動の質向上に向けて，看護学の講義を展開する教
員の教授活動を解明（8）した．
⑦看護学教員の職業的発達支援：看護学教員の職業的発達支援に向け，看護学教員の倫理的行動の質と特
性の関係（9），およびロールモデル行動と特性の関係（14）を解明した.
⑧異文化間比較研究：看護学教員の職業的発達支援に向けて，日米の新人看護学教員が知覚するロールモ
デル行動の質について比較（5）した．また，授業の質向上に向けて，日中の看護学教員が展開する講義
過程の質の相違について比較（12）した.
⑨看護教育学研究推進に向けた活動と提言：看護教育学研究の推進に向けて，2009年度の活動の概要をま
とめた（18）．また，ポスト・ドクトラル・コース開設を視野に入れて博士後期課程修了生に学習機会を
提供する「研究推進コース」開設について報告（23）した.
　その他，看護実践および看護教育の質向上に向けて，本教育研究分野が開発した看護職者のための自己
評価尺度を集大成し，上梓（20）した.
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機能・代謝学教育研究分野
〔原　著〕
１．川崎由理，山田重行：馬脂油を用いたスキンケアに関する基礎的研究－ヘアレスマウスの皮膚バリア
機能に与える影響．千葉県立衛生短期大学紀要，27（1-2），9-13，2009．
２．Ono M.,Fujita M.,Yamada S.：Physiological and psychological responses to expressions of 
emotion and empathy in post-stress communication．Journal of physiological anthropology，28
（1），29-35，2009．
３．Sato N.,Sakata H.,Tanaka YL.,Taira M.：Context-Dependent Place-Selective Responses of the 
Neurons in the Medial Parietal Region of Macaque Monkeys. Cerebral Cortex, Advance Access 
published online on July 20, 2009; http://cercor.oxfordjournals.org/cgi/content/ful/bhp147v1
〔学会発表抄録〕
４．唐鎌零貴，田中裕二，吉永尚紀，染谷美帆，藤田水穂：聴覚刺激が就寝時の生体に及ぼす影響－個人
の生活習慣に着目して－．日本看護技術学会第８回学術集会講演抄録集，58，2009．
５．小宮山政敏，野田勝二，大釜敏正，藤田水穂，根本敬子，山本利江，岡直子，岩崎寛，西育子，渡辺
敏：緩和ケア病棟における園芸療法の効果．第29回日本看護科学学会学術集会講演集，477，2009．
６．染谷美帆，田中裕二，藤田水穂，唐鎌零貴：聴覚刺激が生体に及ぼす影響－両耳刺激と片耳刺激の比
較－．日本看護技術学会第８回学術集会講演抄録集，117，2009．
７．高橋奈々，藤田水穂，山田重行：笑顔による陰性感情のコントロール－不快な視覚刺激に対する笑顔
の作用－．日本看護技術学会第８回学術集会講演抄録集，139，2009．
８．藤田水穂，荒川祐貴，山田重行：ニオイにまつわる記憶が嗅覚刺激による生理心理反応に及ぼす影響
－加齢臭ノネナールと祖父の記憶想起との関係－日本看護技術学会第８回学術集会講演抄録集，138，
2009.
９．藤田水穂，園千夏，山田重行：泣きたい衝動の抑制が自律神経反応および心理反応に及ぼす影響－感
情表出に対する価値観に着目して－．日本看護技術学会第８回学術集会講演抄録集，137，2009．
１０．藤田水穂，山田重行：3つの腸健康法による自律神経系の鍛練およびストレス緩和効果の検討．日本看
護技術学会第８回学術集会講演抄録集，100，2009．
１１．屋久裕介，田中裕二：表情刺激が生体に及ぼす影響－表情とマスク着用の影響について－．日本看護
技術学会第８回学術集会講演抄録集，60，2009．
１２．Ono M.,Fujita M.,Yamada S.：Physiological and psychological responses induced by expressing 
empathy to others．The 1st International Nursing Research Conference of World Academy of 
Nursing Science，220，2009．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１３．藤田水穂，山田重行：新しい生理学実習の考案，マウスにおける絶食・非絶食および水浸拘束の複合
負荷による血糖値変化から生体機能の素晴らしさを学ぶ．千大看紀要，31，7-12，2009．
〔研究状況〕
　山田（教授）は，これまでの「馬脂油のスキンケアへの応用に関する実験的研究」（1）および「コミュ
ニケーションにおける共感や感情理解の生理心理的影響に関する研究」（2）について論文発表した．また，
ストレス緩和法（7，10）や人の生理特性（8，9）に関する研究成果を学会報告した．
　田中（准教授）は看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度は感覚刺激が生体に
及ぼす影響（4,6）および表情の生体に及ぼす影響（11）についての研究成果を学術集会で発表した．
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病態学教育研究分野
〔原　著〕
１．小長谷百絵，岡田忍，西尾淳子：在宅人工呼吸器使用中の療養者の気管内吸引カテーテルの管理方法
について－細菌学的なデータにもとづく検討－．日本難病看護学会誌，13（3）増補，219－229，2009．
２．鈴木明子：手術室一足制導入における文化的側面．日本手術医学会誌，30(2)，194－196，2009．
３．鈴木明子：手術室管理からみた一足制．日本手術看護学会誌，5(1)，77－79，2009．
〔学会発表抄録〕
４．印田宏子，西尾淳子，鈴木明子，岡田忍：一般病床200床以上の施設における病院感染サーベイランス
の実施状況と外部支援のニードについて．環境感染，24 Supplement，223，2009．
５．小川俊子，岡田忍，西尾淳子，川崎由理：オイル・精油の看護技術への応用に関する文献的検討．第
29回日本看護科学学会学術集会講演集，310，2009．
〔単行書〕
６．岡田忍：Chapter 5 在宅における感染防止対策．川口有美子，小長谷百絵（編著）在宅人工呼吸器ポ
ケットマニュアル．医歯薬出版，61-72，2009．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
７．鈴木明子：特集1　感染・アレルギー対策と清掃のスタンダード　一足制導入のプロセスとエビデンス
～監修とエビデンスの間～．メディア視聴覚教材＋実践手術看護，3(2)，17－24，2009.
〔研究状況〕
　本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点から広く感染防止に関する研究を行っ
ている．今年度は東京女子医科大学の小長谷らと共同で行なった在宅人工呼吸器使用者の気管内吸引カ
テーテルの管理方法についての論文を発表した（1）．鈴木は手術室のおける一足制の導入について文化人
類学的な視点から分析し，原著，解説の執筆を行なった（2，3，7）．現在，分野では看護ケアによる感染
防止に力を入れて研究を行っている．ゴマ油による口腔ケアについては大学院生の小川を中心に研究を継
続しており，今年度は口腔カンジダ症の防止についての影響の他，振とう培養でのカンジダの増殖抑制効
果，口腔水分量への影響や1例ではあるが実際に在宅の要介護高齢者も検討を行なった．ゴマ油は口腔内
の血餅や乾燥した喀痰の除去にも応用できる可能性があり，液状物質の流動特性に関する研究を行ってい
る首都大学東京都市教養学部の水沼教授らと共同実験を実施した．ゴマ油のような精油は看護師の判断で
用いることが可能なことから，精油の看護技術への応用についての文献検討を行ない，学会発表した（5）．
宿主へのアプローチによる感染防止の視点からは，副交感神経刺激がリンパ球の機能を亢進させることに
注目し，大学院生の小野がストレスの持続によるリンパ球の機能低下を副交感神経刺激によっての軽減で
きないかについて研究を行っている．
　その他には，大学院生の印田が病院感染サーベイランスの実施状況と外部支援のニードについての研究
成果を学会発表し（4），岡田が在宅人工呼吸器ポケットマニュアルの分担執筆を行なった（6）．
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母性看護学教育研究分野
〔原　著〕
１．荻田珠江,石井邦子,森恵美：病院・診療所における産婦の主体的な出産への取り組みを引き出す看護.日
本母性看護学会,9(1)，19-26，2009．
２．末次美子,森恵美：不妊治療後妊婦の認知的評価・対処.日本生殖看護学会誌，6(1)，26-33，2009.
〔学会発表抄録〕
３．小澤治美：母親が双子一人ひとりの個性に応じた子育ての自信を得ることを促す看護．第11回日本母
性看護学会学術集会抄録集，48，2009．
４．Ozawa H., Mori E.: The characteristics of the process whereby mothers of twins gained 
maternal confidence to individual. The 1st International Nursing Research Conference of World 
Academy of Nursing Science Program＆Abstracts，193，2009．
５．芝本美紀，前原邦江，森恵美：胎児異常を診断された女性の出産直後の母子面会体験．母性衛生，50(3)，
200，2009．
６．古屋敷智美，前原邦江，森恵美：死産を経験した母親に対するわが子との関わりへの援助．母性衛生，
50(3)，199，2009．
７．渡邊葉月，森恵美，森田亜希子：経産婦が効果的と感じた出産中の看護援助について．母性衛生，50(3)，
170, 2009.
８．芝本美紀，前原邦江，森恵美：胎児異常を診断された女性の妊娠出産体験．第11回日本母性看護学会
学術集会抄録集，45，2009．
９．古屋敷智美，前原邦江，森恵美：死産を経験した母親へのわが子と過ごすことに関する看護．第11回
日本母性看護学会学術集会抄録集，46，2009．
１０．吉田千文，山本利江，手島恵，酒井郁子，和住淑子，森恵美，荻野雅：看護倫理教育プログラム受講
者の臨地実習後の倫理的問題の捉え方と対応．第29回日本看護科学学会学術集会抄録集, 308, 2009.
１１．森恵美：高度生殖医療技術によって妊娠した女性に対する看護（交流集会）：第11回日本母性看護学会
学術集会抄録集，59，2009．
１２．森恵美：日本文化を尊重した育成期家族の看護実践（会長講演）：第11回日本母性看護学会学術集会抄
録集，18-19，2009．
１３．森恵美：子産み子育て文化を尊重した看護の探究（会長講演），第29回日本看護科学学会学術集会抄録
集,99-100, 2009.
〔単行書〕
１４．森恵美：第１章　助産師が行う妊娠期のケア，森恵美（編），助産師基礎教育テキスト　第４巻妊娠期
の診断とケア．第1版，日本看護協会出版会，2－8，2009．
１５．前原邦江：第７章　３出産準備教育，森恵美（編），助産師基礎教育テキスト　第４巻妊娠期の診断と
ケア．第1版，日本看護協会出版会，194－207，2009．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１６．前原邦江：現代の子育てと看護．文化看護学会誌，1 (1)，65－66，2009．
１７．佐藤紀子，前原邦江，佐藤奈保，佐藤まゆみ，黒田久美子，北池正：平成20年度千葉大学公開講座
「子育てからみた家族看護」－千葉大学看護学部21世紀COEプログラムの研究成果を実践に活かす－．
千大看紀要，31，23－26，2009．
１８．山本則子，荒木暁子，前原邦江，荻野雅，中村由美子，深堀浩樹，森山美知子：看護基礎教育におけ
る家族看護学教育の実態に関する調査報告．家族看護学研究，14 (3)，66－74， 2009．
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〔研究状況〕
　本教育研究分野では，Reproductive Healthに関連した健康問題を持つ女性や，妊娠・分娩・産褥期など
にある女性の健康や母性性の発達を促す看護方法に関する研究を行っている．家族育成期の女性とその重
要なパートナーである夫との関係，家族についても調査，検討を重ねている．
　平成21年６月に，森は第11回日本母性看護学会学術集会会長を務め，21世紀ＣＯＥにおける研究成果に
基づいて会長講演を行った（11）．その他，一般演題においてこれまでの共同研究成果を発表した（7,8）．さ
らに，平成20年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(B)）「高度生殖医療を受
けた妊婦の母親役割獲得を促す看護介入プログラムの開発と実用化」（研究代表者：森恵美）によって開発
した看護介入プログラムを交流集会で発表して意見交換を行った（10）．
11月27,28日には，森は第29回日本看護科学学会学術集会会長を務めた（12）．一般演題では，これまでの
看護倫理教育についての研究成果を共同発表した（9）．
　森は，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(B)）「看護系大学の統合カリキュラムにおける助産師教
育の到達目標に関する検討」（研究代表者：新藤幸恵）にも取り組み，平成21年３月に報告書にまとめた．
その結果を発展させた，平成21年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(Ａ）「看護系大学学士課程助
産学生に有用な産婦ケア（分娩介助を含む）の教育方法の開発」（研究代表者：新藤幸恵）に分担研究者と
して参画した．さらに，本年度から，文科省科学研究費補助金（基盤研究(Ｃ）「周産期医療ケアシステム・
看護の質改善を推進するための研究」（研究代表者：大月恵理子）にも森，前原，森田は研究分担者等で参
画した．
　また，前原は，これまでの研究成果からの子育てに関する看護をまとめた（15）．小澤は博士論文の一部
をまとめ，修正加筆して発表を行った（4）．さらに、森田は、平成21年度文部科学省科学研究費補助金
（若手研究(B)）「第1子出生後の父親役割行動における予測と実際」に取り組んでいる。
小児看護学教育研究分野
〔原　著〕
１）奥朋子，中村伸枝，大野朋加，阿部恭子，神津三佳，藤澤陽子，石橋みゆき，菅原聡美，光多恵子，
松本ゆり子，千葉均，森かずえ：専門看護師・認定看護師の役割に対する看護師のニーズ－高度先進
医療を提供する大学病院（一施設）における質問紙調査－，千葉看会誌，15（1），43－50，2009．
２）Hirokazu SATO, Nobue NAKAMURA, Shohei HARADA, Naoko KAKEE, Nozomu SASAKI: 
Quality of life of young adults with congenital hypothyroidism，Pediatric international, 51, 126－
131, 2009.
３）中村伸枝，金丸友，出野慶子：小児期に糖尿病を発症した青年の「糖尿病をもちながら成長する体験
－幼児期に発症した小児糖尿病キャンプ参加者の体験－，千葉看会誌，15（2），18－26，2009．
〔学会発表抄録〕
４）Akiko ARAKI, Ryuko ITO, Naho SATO, Kazuko ISHIGAKI：The Beliefs of Parents of Children 
with Special Need in Transition to Home and Maintaining Daily Living，9th International 
Family Nursing Conference，71，2009．
５）Naho SATO, Akiko ARAKI, Nobue NAKAMURA：Promoting Mutual Support between Parents 
of infants and toddlers with Special Needs. 9th International Family Nursing Conference，168，
2009．
６）佐藤奈保, 荒木暁子, 谷口由紀子, 今野美紀：小児の訪問看護における家族の捉えるケアの実施度と満
足度および看護師自身の捉えるケアの実施度とストレス，第19回日本小児看護学会講演集，207，2009．
７）小室佳文，中村伸枝，荒木暁子，佐藤奈保：医療的ケアが必要な特別支援学校小学部1年生の適応に向
けた母親への縦断的な援助，第19回日本小児看護学会講演集，167，2009．
８）土井朋恵，中村伸枝，佐藤奈保：在宅で人工呼吸器を装着している幼児の母親が捉える生活の安定－
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時期ごとの影響要因に焦点をあてて－，第19回日本小児看護学会講演集，166，2009．
９）土井朋恵，中村伸枝，佐藤奈保：在宅で人工呼吸器を装着している幼児の母親が捉える生活の安定－
安定に至る過程に焦点を当てて－，日本家族看護学会第16回学術集会講演集，88，2009．
１０）佐藤奈保，荒木暁子，伊藤隆子，石垣和子：退院支援場面において看護師が認識する家族のビリーフ
－障害のある子ども－，日本家族看護学会第１６回学術集会講演集，１４３，２００９
１１）荒木暁子，中村伸枝：看護管理者による専門看護師の活用の実態と活用を阻む要因，第13回日本看護
管理学会年次大会，59，2009．
１２）臼井いづみ，中村伸枝，荒木暁子，市原真穂，奥朋子，添田百合子，細矢美紀，松岡真里：専門看護
師・認定看護師・専門看護師教育課程修了者および看護管理者の専門看護師教育課程へのニーズ，　
千葉看第15回学術集会集録，28，2009．
１３）中村伸枝，佐藤奈保，出野慶子，金丸友，遠藤数江，荒木暁子，小川純子：子育て支援センターを利
用する幼児をもつ母親の生活習慣・BMI・骨量と，幼児の食習慣・肥満度，第56回日本小児保健学会
講演集，125，2009．
１４）仲西江里奈，中村伸枝，佐藤奈保, 荒木暁子：経管栄養を行っている重症心身障害児の栄養指標に関
する研究，第56回日本小児保健学会講演集，104，2009．
１５）榎本淳子，水野芳子，白井丈晶，小川純子，中村伸枝，中澤潤：成人先天性心疾患患者の自立と心理
的特徴，第56回日本小児保健学会講演集，191，2009．
１６）中村伸枝，臼井いづみ，荒木暁子，市原真穂，奥朋子，添田百合子，細矢美紀，松岡真里：専門看護
師として認定されていない専門看護師教育課程修了者の認定申請に向けたサポートニーズ，第29回日
看科会学術集会講演集，187，2009．
１７）市原真穂，奥朋子，添田百合子，細矢美紀，松岡真里，中村伸枝，臼井いづみ：専門看護師が知覚す
る医療施設・看護管理者からのサポート体制と活動を妨げている要因，第29回日看科会学術集会講演
集，187，2009．
１８）添田百合子，市原真穂，奥朋子，細矢美紀，松岡真里，東めぐみ，中村伸枝，臼井いづみ：専門看護
師がとらえた看護管理者からの役割期待と施設外における活動の必要性，第29回日看科会学術集会講
演集，188，2009．
１９）荒木暁子，中村伸枝，臼井いづみ：専門看護師と専門看護師教育課程修了者に対する看護管理者の役
割期待サポート，第29回日看科会学術集会講演集，188，2009．
〔報告書〕
２０）中村伸枝，臼井いづみ，松田直正：国際シンポジウム　専門看護師をめぐる展望　報告書，1－188，
2009.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２１）中村伸枝，遠藤数江，荒木暁子，出野慶子，佐藤奈保，小川純子，金丸友：子育て支援センターを利
用する幼児をもつ母親の健康・生活習慣への関心を高める看護活動，千大看紀要，31，13－16，2009．
２２）佐藤紀子，前原邦江，佐藤奈保，佐藤まゆみ，黒田久美子，北池正：平成20年度千葉大学公開講座｢子
育てからみた家族看護｣－千葉大学看護学部21世紀COEプログラムの研究成果を実践に生かす－，千
大看紀要，31，23－26，2009．
２３）中村伸枝，松田直正：千葉大学大学院看護学研究科における｢専門看護師・強化プログラム」の取り組
み（中間報告），看護管理，19(2)，103－109，2009．
２４）中村伸枝，遠藤数江，荒木暁子，出野慶子，佐藤奈保，小川純子，金丸友：子育て支援センターを利
用した「幼児をもつ母親の健康教室」の開催，第33回千葉県小児保健協会総会，8，2009．
〔研究状況〕
　本年度は，本教育研究分野で継続して研究活動している，障害や慢性疾患をもつ子どもと家族の看護に
関する研究を継続した（1,2,7,8,9,14,15）．佐藤は，博士論文研究を海外の学会で発表すると共に（5），分担
研究者である「家族支援のための家族の抱く信念アセスメント指標の開発」（文部科学省科学研究費補助金 
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基盤研究B，研究代表者：石垣和子）において，障害児を育てる家族のビリーフに関する研究を行った
（4,6,10）．
　競争的資金を獲得して行っている研究としては，平成18-21年度科研費（基盤研究（C）研究代表者：中
村）を得た「母親への健康への関心を高め生活習慣改善を促す支援が，幼児の生活習慣に与える影響」に
教育研究分野全体で取り組み，成果を発信した（13,21,24）．佐藤は，「乳幼児期の障害児を育てる両親の育
児における協働促進のための支援プログラムにおける評価指標の開発」（千葉大学研究支援プログラム）に
着手し、沖は「長期フォローアップへの移行期にある血液・腫瘍疾患をもつ子どもの生活と影響要因」，三
瀬は「不妊治療によって妊娠し早産した母親のわが子についての認識の変化」について研究を継続した．
　また，中村が代表となり平成19～21年度 文部科学省 大学院教育改革支援プログラム（組織的な大学院
教育改革推進プログラム）に採択された「専門看護師育成・強化プログラム（専門看護師リーダーの育成）」
による活動報告(20,23)と，高度先進医療を提供する大学病院における専門看護師・認定看護師の役割に対す
るニーズ調査(1)，および，専門看護師教育課程修了者・専門看護師の教育ニーズとサポートニーズ
（12,16,17,18），看護管理者の役割期待とサポート(11,19)に関する研究の成果を発信した．
成人看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
１．増島麻里子，佐藤禮子：乳がん術後患者の上肢リンパ浮腫を早期発見するための看護援助．第23回日
本がん看護学会学術集会講演集，201，2009．
２．岡本明美，眞嶋朋子，佐藤禮子：がん術後患者の職場復帰に伴う健康問題解決支援プログラムの開発
に関する研究－プログラムの適用期間と支援方法の検討－．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，
269，2009．
３．樺澤三奈子，佐藤まゆみ，眞嶋朋子：嚥下困難の持続する食道がん術後患者の社会的活動への参加に
おける取り組み．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，89，2009．
４．広瀬由美子，神間洋子，眞嶋朋子：子宮がんで手術を受けた20－30歳代女性の社会生活での他者との
関係性における体験．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，100，2009．
５．松原裕理，西弘美，山添充代，金敷美和，眞嶋朋子：パクリタキセルによる末梢神経障害を有する進
行再発癌患者の症状体験とその対処方法．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，181，2009．
６．金野幸代，眞嶋朋子：女性がん患者の周手術期における役割変化への取り組み－地域特性を考慮した
看護援助－．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，193，2009．
７．田中優子，眞嶋朋子：がん性疼痛を抱える外来高齢がん患者の日常生活上の困難に対する取り組み．
第23回日本がん看護学会学術集会講演集，197，2009．
８．押川陽子，眞嶋朋子，佐藤まゆみ：外来化学療法を受ける再発乳癌患者の治療に関する取り組み．第
23回日本がん看護学会学術集会講演集，199，2009．
９．田崎牧子，櫻井智穂子，眞嶋朋子：手術を受けた肺がん患者の退院後１か月の病気体験の意味づけ．第
23回日本がん看護学会学術集会講演集，203，2009．
１０．谷宏子，眞嶋朋子，岡本明美：強度変調放射線療法（IMRT）を受けた前立腺がん患者のセクシュア
リティに対する思いに関する研究．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，203，2009．
１１．笠谷美保，佐藤まゆみ，茅野香子，山岸聡子，菅原聡美，中村敦子：「平成19年度千葉県専門分野（が
ん）における質の高い看護師育成事業」の事業後3ヶ月の成果．第23回日本がん看護学会学術集会講
演集，272，2009．
１２．森文子，佐藤禮子，高山京子，遠藤久美，佐藤まゆみ，小澤桂子，川地香奈子：がん化学療法に伴う
貧血のアセスメントツール開発（その１）アセスメントツール調査結果と対象者の特性の検討．第23
回日本がん看護学会学術集会講演集，180，2009．
１３．小澤桂子，佐藤禮子，高山京子，森文子，佐藤まゆみ，遠藤久美，川地香奈子：がん化学療法に伴う貧血
のアセスメントツール開発（その２）構成概念と再現性の検討．第２３回日本がん看護学会学術集会講演集，
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１４．遠藤久美，佐藤禮子，高山京子，小澤桂子，森文子，佐藤まゆみ，川地香奈子：がん化学療法に伴う
貧血のアセスメントツール開発（その３）FACT-Anemiaとの関連妥当性の検討．第23回日本がん看
護学会学術集会講演集，113，2009．
１５．佐藤まゆみ，大室律子，荒屋敷亮子，和住淑子，赤沼智子：プリセプター支援者に求められる能力・
資質に関する研究．千大看紀要，31，1－5，2009．
１６．増島麻里子，佐藤まゆみ，佐藤禮子，眞嶋朋子，泰圓澄洋子：周手術期実習中の事故予防に関する実
習前学習における看護学生の学び．日本看護学教育学会第19回学術集会講演集，197，2009．
１７．増島麻里子，佐藤禮子：乳がん術後患者のリンパ浮腫０期を維持する外来看護援助の開発．千葉看第
15回学術集会集録，36，2009．
１８．岡本明美，眞嶋朋子：産業看護師によるがん術後患者への職場復帰支援の現状－がん術後患者の職場
復帰を支援するプログラム作成への示唆－．千葉看第15回学術集会集録，24，2009．
１９．谷宏子，岡本明美，眞嶋朋子：前立腺全摘除術を受けた患者が抱くセクシュアリティに対する思い．千
葉看第15回学術集会集録，29，2009．
２０．長坂育代，眞嶋朋子：乳がんとともに生きる女性が不確かさと折り合いをつけるプロセスを支える看
護の検討－３つの介入場面の事例分析－．千葉看第15回学術集会集録，30，2009．
２１．山下亮子，増島麻里子，眞嶋朋子：心負荷となりうる生活調整を行う慢性心不全患者への看護援助．千
葉看第15回学術集会集録，33，2009．
２２．井出成美，酒井郁子，石井伊都子，朝比奈真由美，野口穂高，関根祐子，飯田貴映子，眞嶋朋子，宮
﨑美砂子，田邊政裕：千葉大学亥鼻IPEのSTEP２プログラム評価－受講後の学生アンケートより．第
2回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム・抄録集，11，2009．
２３．山口郁美，泰圓澄洋子，眞嶋朋子：外来で緩和的化学療法を受けている壮年期肺がん患者の他者との
関わり．第29回日看科会学術集会講演集，238，2009．
２４．長坂育代，眞嶋朋子：外来で化学療法を受けている乳がんの女性が不確かさと折り合いをつけるプロ
セス．第29回日看科会学術集会講演集，238，2009．
２５．小坂美智代，眞嶋朋子：外来化学療法を受けている胃がん術後患者が体験する困難．第29回日看科会
学術集会講演集，239，2009．
２６．山下亮子，増島麻里子，眞嶋朋子：慢性心不全患者の症状悪化予防に関する生活調整．第29回日看科
会学術集会講演集，235，2009．
２７．村山雅美，岡本明美，眞嶋朋子：急性期心臓リハビリテーションを行っている急性心筋梗塞患者の自
己の身体と行動に対する認識．第29回日看科会学術集会講演集，259，2009．
〔報告書〕
２８．季羽倭文子，戸谷美紀，花出正美，林美子，蓬莱節子，増島麻里子：がん患者と家族のサポートグルー
プ「がんを知って歩む会」の効果に関する研究．日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団 平成20年度
「ホスピス・緩和ケアに関する調査・研究」助成研究成果報告書，2009．
〔単行書〕
２９．増島麻里子，菅原聡美，小西美ゆき：第Ⅷ章がん治療に伴う副作用　F.肺毒性．Oncology Nursing 
Society(佐藤禮子 監訳，日本がん看護学会翻訳ワーキンググループ訳)，がん化学療法・バイオセラ
ピー看護実践ガイドライン．医学書院，224－240，2009 ．
３０．Miyazaki M., Sakai I., Majima T., Ishi I., Sekine Y., Tanabe M., Asahina M., Noguchi H.,  Ide 
N., Iida K.: Support Program for contemporary education needs: “Contemporary　Good　Practice”
project at Chiba University(H.Watanabe, M.Koizumi, Advanced Initiatives in Interprofessional 
Education in Japan), Springer Japan,65-73,2009.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３１．眞嶋朋子：会長講演　質の高い看護実践の探究. 千葉看会誌，15(2)，65-67,2009．
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３２．眞嶋朋子：コメディカルスタッフの新たな役割　看護師の立場から．心臓リハビリテーション，14(1)，
49-51,2009．
３３．増島麻里子：教育講演Ⅰ リンパ浮腫のケア－リンパ浮腫の予防的介入における看護の役割と課題－．
第23回日本がん看護学会学術集会講演集，78，2009．
３４．増島麻里子：教育講演Ⅰ リンパ浮腫のケア－リンパ浮腫の予防的介入における看護の役割と課題－．
日本がん看護学会誌，23（2），59－63，2009．
３５．増島麻里子：リンパ浮腫を見逃さない　早期発見のために看護師ができること．看護学雑誌， 73(8)，
5－9，2009．
３６．増島麻里子：リンパ浮腫ケアの最新常識　看護師の役割とケアの実際－リンパ浮腫を早期発見するた
めのアセスメント項目と方法．月刊Nursing, 29(13), 18－26，2009．
〔研究状況〕
　成人看護学教育研究分野では，がん看護，周手術期看護，心疾患看護，看護系大学院修了者支援に関す
る研究を行っている．また，がんプロフェッショナル養成プラン「関東広域多職種がん専門家チーム養成
拠点」，および，現代的教育ニーズ取組支援プログラム「自律した医療組織人育成の教育プログラム－専門
職連携能力をコアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」に取り組んでいる．
　がん看護については，増島が，乳がん患者のリンパ浮腫に関する研究成果を発表し（1，17）,リンパ浮
腫に関する講演（33，34），および，リンパ浮腫の早期発見のための看護について著述した（35，36）．ま
た，増島は，がん治療に伴う副作用に関する書籍を翻訳し(29)，がん患者と家族のサポートグループに関す
る研究の報告書を作成した(28).岡本は，がん術後患者の職場復帰に伴う健康問題解決支援プログラムの開
発に関する研究の成果を発表した（2，18）．その他，化学療法に伴う貧血のアセスメントツールの開発
（12，13，14），化学療法を受ける患者の体験や取り組み(5,8,23,25),高齢がん患者の日常生活の困難への取り
組み (7)，セクシュアリティ(10，19)，がんとともに生きる患者の不確かさ（20,24）に焦点を当てた研究成
果を発表した．
　周手術期看護については，退院後の患者の社会生活(3,4),手術に伴う患者の役割変化(6),病気体験の意味づ
け（9）に焦点を当てた研究成果をそれぞれ発表した．
　心疾患看護については，眞嶋が，心臓リハビリテーションにおけるコメディカルスタッフの新たな役割
について著述した(32).その他，慢性心不全患者の生活調整（21，26）や急性心筋梗塞患者（27）に焦点を
当てた研究成果をそれぞれ発表した．
　その他，眞嶋は，千葉看護学会第15回学術集会会長として，質の高い看護実践の探究について講演を
行った(31)．佐藤は，プリセプター支援者に求められる能力(15),質の高い看護師育成事業(11) に焦点を当て
た研究成果を発表した．増島は，周手術期実習中の事故予防に関する実習前学習における看護学生の学び
に関する研究成果を発表した(16).
　また，文部科学省科学研究費を受けて，眞嶋らは，「看護系大学院修了者支援プログラムの精練と展開」
（基盤研究(B)）に,増島らは，「乳がん患者のサポートグループの効果を高めるプログラム構成と有効性に関
する研究」（基盤研究(B)）に継続して取り組んでいる．さらに，がんプロフェッショナル養成プラン「関
東広域多職種がん専門家チーム養成拠点」においては，がん医療に携わる多職種が交流するシンポジウム
の共同開催に参画するとともに，外部評価を得て今後の課題を明確にした上で，がん医療に携わる看護師
の実践能力向上に継続して取り組んでいる．また，現代的教育ニーズ取組支援プログラム「自律した医療
組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力をコアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」においては，亥鼻
IPEのプログラム評価ついての研究成果を発表し(22)，さらに，亥鼻IPEプログラムについて著述した(30).
その他，増島は，がん患者と家族のサポートグループに関する研究の共同研究者として，H20年度日本ホス
ピス・緩和ケア研究振興財団，H21年度在宅医療助成勇美記念財団の助成を受け，研究に取り組んでいる．
 
千葉大学看護学部紀要　第３２号
－86－
老人看護学教育研究分野
〔原　著〕
１．正木治恵，張平平，鳥田美紀代，高橋良幸，谷本真理子，肖順貞，侯淑肖：文化に根ざした認知症予
防教室の開発過程における日中比較．文化看護学会誌，1（1）,22-30　,2009．
〔学会発表抄録〕
２．正木治恵，瀬戸奈津子，中野裕子，森加苗愛，米田昭子：慢性疾患領域における医師と看護師の役割
分担と連携の推進に関する研究．第29回日看科会学術集会講演集，468，2009．
３．鳥田美紀代，正木治恵，高橋良幸，谷本真理子，黒田久美子，張平平：高齢者本人から捉える健康の
視点．第29回日看科会学術集会講演集，479，2009．
４．H. Masaki., K.Kuroda., M.Tanimoto., Y.Takahashi., M.Torita., T.Kita. : Development of an Inclusive 
Index of Health Assessment for Elderly. The Journal of Nutrition, Health&Aging, Vol 13, 
Supplement 1 (19th IAGG World Congress of Gerontology and Geriatrics Paris, 5-9 July 2009－
ABSTRACT BOOK), 452, 2009．
５．M. Torita., H. Masaki. : Training Program Development for Nurses of Hospitalized Elderly 
Patients in JAPAN. The Journal of Nutrition, Health&Aging, Vol 13, Supplement 1 (19th IAGG 
World Congress of Gerontology and Geriatrics Paris, 5-9 July 2009－ABSTRACT BOOK), 344, 2009．
６．本田智子，正木治恵：終末期維持血液透析患者に関わる看護師の実践知．日本腎不全看護学会学術集
会・総会　プログラム・抄録集，65，2009．
７．高山紘子，谷本真理子,正木治恵：一般病棟で看護師が対応困難と感じている認知症高齢者の行動の意
味－高齢者が環境との相互作用の中で示す反応に着目して―．日本老年看護学会第14回学術集会集録
集，98，2009．
８．井中悠子，田所良之，谷本真理子，正木治恵：脳血管障害患者の“持てる力”に関する看護師の関わ
り．千葉看第15回学術集会集録，32，2009．
９．面田有貴子，田所良之，谷本真理子，正木治恵：関節リウマチをもつ老年期にある方の整形外科的手
術後の入院生活における意欲. 千葉看第15回学術集会集録，31，2009．
１０．村山紀子，田所良之，谷本真理子，正木治恵：認知症を持つ家族の介護を通して高齢男性介護者が抱
く思い. 日本老年看護学会第14回学術集会集録集，182，2009．
１１．坊田香織，田所良之，谷本真理子，正木治恵：成人前期のクローン病患者が行う症状コントロールの
あり様．第29回日看科会学術集会口演集，237，2009．
１２．北川公子，千葉由美，山田律子，浅川典子，小野塚元子，坂井志麻,鳥田美紀代,直井千津子,長瀬亜岐,
水野敏子，森垣こずえ，山口智美，吉岡佐知子：厚生労働省補助金研究報告３　胃ろう栄養法からの
離脱のためのケアプロトコール開発,日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，89，2009．
１３．長瀬亜岐, 坂井志麻，北川公子，千葉由美，山田律子，浅川典子，小野塚元子，直井千津子，鳥田美
紀代，水野敏子，森垣こずえ，山口智美,吉岡佐知子：胃瘻による経管栄養法からの離脱にむけた体制
づくりに関する検討―全国の介護老人保健施設に焦点をあてて―．日本老年看護学会第14回学術集会
抄録集，204，2009．
１４．坂井志麻，千葉由美，長瀬亜岐，北川公子，山田律子，浅川典子，小野塚元子，鳥田美紀代， 直井千
津子，水野敏子，森垣こずえ，山口智美，吉岡佐知子：胃瘻による経管栄養法からの離脱にむけた体
制づくりに関する検討―全国の療養病床に焦点をあてて―．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，
205，2009．
１５．山田律子，千葉由美，北川公子，小野塚元子，鳥田美紀代，坂井志麻，長瀬亜岐：介護老人保健施設
および療養病床において胃瘻離脱に成功した高齢者の特徴．第15回日本摂食・嚥下リハビリテーショ
ン学会学術大会，477，2009．
１６．津野祥子，谷本真理子，正木治恵：慢性心不全とともに在宅移行期を生きる患者が体とつきあうあり様．
第29回日看科会学術集会講演集，332，2009．
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１７．五十嵐理恵，鳥田美紀代，谷本真理子，正木治恵：在宅認知症高齢者の家族の“何とか”やっている
介護のあり様．第29回日看科会学術集会講演集，344，2009．
１８．小池智子，伊藤雅治，吉岡利忠，太田喜久子，南裕子，内布敦子，井上智子，正木治恵：医師と看護
師の役割分担・連携に対する病院管理者の考えと医療現場への普及の可能性．第29回日看科会学術集
会講演集，368，2009．
１９．内山朋美，秋葉奈美子，鳥田美紀代：消化器病棟に勤務する看護師の食事環境に対する意識調査．第
40回　日本看護学会抄録集　看護総合，23，2009．
２０．太田美帆，谷本真理子，尾岸恵美子：糖尿病食事療法における「弁当箱法」を活用した教育的かかわ
り，第14回日本糖尿病教育・看護学会，221，2009．
２１．正木治恵：シンポジウム　公衆衛生活動における健康価値創造；障害・病と健康の質．第68回日本公
衆衛生学会総会，日本公衆衛生雑誌，128，2009．
２２．川端京子，正木治恵，金昌雄，宮崎えみ子：透析患者に対する炭酸泉浴剤足浴の継続効果－３ヶ月間足
浴継続実施による皮膚血流への影響と主観的効果－，第７回日本フットケア学会学術集会，92，2009．
２３．太田喜久子，南裕子，内布敦子，井上智子，正木治恵，片田範子，田中美恵子，石垣和子，春山早苗，
坂本すが，松月みどり，小池智子：交流集会　新しい医師・看護師間の役割分担・連携の推進に向け
て．第29回日看科会学術集会講演集,　171,　2009．
２４．片岡万里，正木治恵，奥野茂代，井出訓，飯田貴映子：交流集会　日本老年看護学会から世界への発
信を考える―国際活動事例を通して―．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，68，2009．
２５．Shimizu, Y., Kuroda, K., Uchiumi, K., Asou, K., Murakado, N., Mori, K., Seto, N., Masaki, H.：
Development of a nursing program to promote diabetes self-care agency．ICN 24th 
Quadrennial Congress，2009．
２６．Seto, N., Shimizu, Y., Masaki, H.：Present conditions and issues of continuing education in 
diabetes nursing: from the viewpoint of evaluation for nurturing practical ability．ICN 24th 
Quadrennial Congress，2009．
２７．Seto, N., Shimizu, Y., Ishi, H., Masaki, H.：Continuing education program for practical abilities 
of diabetes care nurses in Japan．IDF 20th World Diabetes Congress，2009．
〔報告書〕
２８．谷本真理子，太田美帆，三浦美奈子，竹内千鶴子，尾岸恵美子：弁当箱法を活用した糖尿病食事療法
における目安形成支援モデル開発・評価，平成17～20年度科学研究費補助金（基盤研究（C）研究成
果報告書（研究代表者　谷本真理子），1-103，2009.
２９．正木治恵，数間恵子，黒田久美子，瀬戸奈津子，清水安子，中野裕子，西垣昌和，宮武陽子，森小律
恵，米田昭子：インスリン療法に関する安全管理体制の確立に向けた看護実践のエビデンス生成．平
成20年度看護系学会等社会保険連合研究助成報告書，1-58，2009．
３０．太田喜久子，青木和恵，石垣和子，伊藤雅治，井上智子，内布敦子，片田範子，坂本すが，高木廣文，
武林亨，田中美恵子，春山早苗，正木治恵，松月みどり，南裕子，吉岡利忠：他13名：医師と看護師
との役割分担と連携の推進に関する研究．厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業平成
20年度総括研究報告書，1-332，2009．
〔単行書〕
３１．正木治恵：改訂版　老年看護学；第1章　老年期を生きる人々の特徴と老年看護の目標，第5章　老年
期の健康維持のためのマネジメント１-呼吸・感染管理，第14章　終末期を迎える高齢者と家族への支
援，第15章　老年看護学の課題．放送大学教育振興会，1～16，79-93，251-264，251-264，2009．
〔総説・研究報告・単報・実践報告・資料・その他〕 
３２．谷本真理子，鳥田美紀代，田所良之，髙橋良幸，正木治恵：老人ケア施設実習における高齢者理解の
ための方法としてのナラティブ面接の意義．千大看紀要，27－31，2009．
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３３．黒田久美子，田所良之，田澤敦代，菅原聡美：英国における臨地実習システムの調査報告―プリマス
大学と病院の連携．千大看紀要，17－22，2009．
３４． 清水安子，黒田久美子，内海香子，森小津恵，麻生佳愛，村角直子，正木治恵：糖尿病患者のセルフ
ケア能力測定ツールの開発　試用結果に基づいた修正の試み．日本糖尿病教育・看護学会誌，13(2)，
146-157，2009．
３５．正木治恵：学部リサーチ！　この学部で何を学ぶ？看護学部．螢雪時代，142－143，2009．
〔研究状況〕 
　当研究分野では，老人看護と慢性病患者の看護を２本柱として教育・研究を行っている．
　老人看護では，認知症看護に関する研究（1，7），認知症の家族介護に関する研究（10，17），高齢者の
健康を支援することに関連した研究（3，4，5），胃瘻による経管栄養法に関する研究（12，13，14，15），
高齢者理解に関する研究（32）に取り組み発表した． また,正木は日本老年看護学会学術集会において国
際活動に関する交流集会（24）を行い，老年看護学の単行書（31）を執筆した。
　慢性病看護では，血液透析患者への看護に関する研究（6，22），脳血管障害患者への看護に関する研究
（8），関節リウマチを持つ高齢者への看護に関する研究（9），成人前期のクローン病患者への看護に関する
研究（11），慢性心不全の患者への看護に関する研究（16）に取り組み発表した。
　糖尿病看護の領域においては，糖尿病患者会のサポートや千葉糖尿病スタッフ研究会の運営にかかわり，
研究・実践の基盤を作っている．そして，糖尿病食事療法に関する研究（20，28），糖尿病患者教育に関す
る研究（25，26，27），インスリン療法に関する安全管理体制に関する研究（29），糖尿病患者のセルフケ
アに関する研究（34）に取り組んだ。
　その他として，正木は第68回日本公衆衛生学会総会において「障害・病と健康の質」というタイトルで
講演（21）し，医師と看護師の役割分担・連携に関する研究（2，18，23，30）を発表した。また,鳥田は
消化器病棟に勤務する看護師の食事環境に対する意識に関する研究（19）を，田所は英国における臨地実
習システムに関する研究（33）をそれぞれ発表した。
　今年度は，正木が「高齢者の主体的な健康を創出・支援するための老人看護専門技術の評価ツールの開
発と検証」（文部科学省研究補助金（基盤研究B）），谷本が「下降期高齢慢性病者の終末を見据えた包括的
セルフケア支援の質評価指標の開発」（文部科学省研究補助金（基盤研究C）），田所が「日本における患者
―看護師間の対人援助関係の構築・促進・維持に関する看護技術の特徴」（文部科学省研究補助金（若手研
究B）），高橋が「慢性呼吸器疾患患者のエンド・オブ・ライフ・ケアの臨床知」（文部科学省研究補助金
（若手研究B））を受け，研究を進めている．
精神看護学教育研究分野
〔原　著〕
１．小宮浩美，岩﨑弥生：精神科急性期における患者－看護師関係の研究－援助場面への参加観察を通し
て－．千葉看会誌，15(1)，59－67，2009．
２．李従紅，岩﨑弥生：中国農村部女性の日常生活における困難．千葉看会誌，15(1)，9－17，2009．
〔学会発表抄録〕
３．石川かおり，岩﨑弥生，小宮浩美，東本裕美，葛谷玲子：精神科長期入院患者の退院支援の状況－入
院期間１～５年未満の患者を対象としたアンケ－ト調査．第29回日看科会学術集会講演集，502，2009．
４．小宮浩美，岩﨑弥生，東本裕美，山田洋，石川かおり：精神障害者の退院支援における看護援助（そ
の1）－事例調査を用いた援助の効果の検討．第29回日看科会学術集会講演集，503，2009．
５．岩﨑弥生，小宮浩美，東本裕美，山田洋，石川かおり：精神障害者の退院支援における看護援助（そ
の2）－質問紙調査による退院援助の実施状況の把握．第29回日看科会学術集会講演集，503，2009．
６．東本裕美，岩﨑弥生，近藤浩子，小宮浩美：独居の女性高齢者が実践している健康への取り組み－グ
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ル－プでの話し合いを通して－．第29回日看科会学術集会講演集，340，2009．
７．東本裕美，岩﨑弥生，近藤浩子，小宮浩美：地域在住高齢者のグル－プ回想法の効果に関する一考察．
第40回日看会抄録（地域看護），57，2009．
８．岩﨑弥生：これからの地域保健医療において求められる看護（シンポジウム「現代医学や現代医療に
生かす漢方」）．臨床漢方薬理研究会2009年大会（第104回例会）プログラム，19－20，2009．
９．神澤久美子，吉田文子，近藤浩子：長期入院患者の生活技能評価における問題点，第40回日看会抄録
（精神看護），109，2009．
１０．近藤浩子，大川美千代，楊箸隆哉：癒し技法としてのタッチを用いたリラクセ－ション反応に関する
研究第1報，日看研誌，32（3），349，2009．
１１．吉田文子，神澤久美子，近藤浩子：長期入院患者による生活技能自己評価の試み，第40回日看会抄録
（精神看護），111，2009．
１２．Ishikawa, K., Iwasaki, Y., Higashimoto, H., Komiya, H., & Kuzuya, R.: The recuperation life of 
“new－long－stay” patients with mental ilness towards their transfer to community life from 
the patient’s points of view. Shanghai International Nursing Conference, 154, 2009.
１３．Iwasaki, Y., Komiya, H., Higashimoto, H., & Ishikawa, K.: Strength-based discharge nursing for 
people with mental ilness: A questionnaire survey. Shanghai International Nursing Conference, 
184, 2009. 
１４．Iwasaki Y, Komiya H, Higashimoto H, & Ishikawa K: Strength-oriented community psychiatric 
nursing - Qualitative analysis of participant observation. Shanghai International Nursing 
Conference, 184, 2009.
１５．Komiya, H., Iwasaki, Y., Higashimoto, H., & Ishikawa, K.: Efects of strength-based discharge 
nursing support for long-stay patients with mental ilness. International Nursing Conference, 
362, 2009. 
１６．Kondo, H., Ookawa, M. & Yanagihashi, R.: Research on the development of the touch 
technique for relaxation. The 7th International Nursing Conference, 274, 2009.
１７．Li, C. & Iwasaki, Y.: Coping in daily life of women in rural China. Program & Abstracts of the 
1st International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Science, 176, 
2009.
１８．Li, C., Iwasaki, Y. & Liu, J.: Dificulties and coping in daily life of women in rural Anhui. 
Shanghai International Nursing Conference, 135, 2009. 
１９．Nosaki, A., Iwasaki, Y., Ishikawa, K., Higashimoto, H. & Komiya, H.: Child psychiatric nurses’ 
practice，dificulties and educational needs in Japan. RCN Mental Health Conference and 
Exhibition 2009, 90-91, 2009. 
〔単行書〕
２０．岩﨑弥生（訳）：自殺予防．川野雅資（監訳），地域精神看護の実際，177－186．世論時報社．2009．
[Hannigan, B. & Cofey, M. (eds.) The handbook of community mental health nursing. 
Routledge. 2003.] 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２１．石川かおり：“背筋の伸びた研究者”への第一歩－質的研究集中ワ－クショップ体験記－．看護学雑誌，
73(1)，48－53，2009．
２２．石川かおり：看護学教育とSCQRM（構造構成主義）．構造構成主義研究３　なぜいま医療でメタ理論
なのか，北大路書房（西條剛央，京極真，池田清彦編著），68－78，2009．
２３．岩﨑弥生，浮ヶ谷幸代：フランスにおける精神障害者の里親制度．千葉大学看護学部紀要，31，33－
38，2009．
２４．石川かおり，岩﨑弥生，東本裕美，小宮浩美，山田洋：精神科入院期間１～5年未満の患者の退院に向
けた療養生活－聞き取り調査の分析－．日本精神衛生学会誌こころの健康，24（1），77，2009．
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２５．岩﨑弥生，小宮浩美，石川かおり，東本裕美，野﨑章子，山田洋：精神科入院患者の退院促進を指向
した看護援助に関する調査．日本精神衛生学会誌こころの健康，24(1)，76－77，2009．
２６．小宮浩美，岩﨑弥生，石川かおり，東本裕美，山田洋：当事者力量を高める看護援助：看護師に対す
る観察・聞き取り調査より．日本精神衛生学会誌こころの健康，24(1)，76，2009．
２７．李従紅，岩﨑弥生，石川かおり：中国農村部女性の日常生活における困難について．日本精神衛生学
会誌こころの健康，24(1)，74，2009．
２８．東本裕美：「精神障害者の地域移行と定着のための部門・委員会等に従事する職員の人材養成事業」平
成21年度障害者保健福祉推進事業（障害者自立支援調査研究プロジェクト）医療ニ－ズの高い精神障
害者等のケアマネジメントにおける福祉･医療の連携を推進する部署･機関等の構築や人材育成などに
関する調査研究報告書（主任研究員：末安民生）
２９．岩﨑弥生，小宮浩美：精神科入院患者の退院促進を指向した看護援助に関する調査．主任研究者：伊
豫雅臣．平成20年度厚生労働科学研究費補助金［こころの健康科学研究事業］精神医療の質的実態把
握と最適化に関する総合研究　平成20年度総括・分担研究報告書，179－205，2009．
３０．岩﨑弥生，劉化侠，李従紅：中国安徽省農村部における女性のメンタルヘルス支援に関する研究―暮
らしの中に埋め込まれた知恵を手がかりに―．トヨタ財団研究報告書，1－5，2009．
〔研究状況〕
　本研究分野では，精神障害をもつ人とその家族を対象として当事者の体験や力量に焦点を当てた研究を
中核として，精神科における看護援助技術や退院支援プログラムの開発に関する研究を継続している．ま
た，癒し技法としてのタッチの効果の検証，およびわが国の高齢者や中国農村部で暮らす女性のメンタル
ヘルスに関する研究にも取り組んでいる．
　精神障害をもつ当事者への看護援助に関する研究では，2007年より科学研究費補助金の助成を受け，精
神障害をもつ当事者の力を生かした看護援助に関する研究を継続している．本年度は，当事者の力量に働
きかけてきた経験をもつ看護師について観察・聞き取り調査を行い，看護援助について明らかにし，報告
した（14，26）．また，2007年より科学研究費補助金を受け，病院から地域生活へと移行する時期にある統
合失調症患者のセルフマネジメントやセルフマネジメントを支える看護援助の開発に取り組んでいる．今
年は，入院の長期化の予防が重要となるニューロングステイといわれる精神科入院期間１から5年未満の
患者への退院支援プログラムの開発に向け，療養生活の聞き取り調査と実際に受けた退院支援内容につい
てのアンケ－ト調査を行い，退院に関する患者の希望や意向を明らかにし，報告した（3，12，24）．
　精神科の看護援助に関する研究では，厚生労働省科学研究費補助金による研究の一部を2007年度から担
当しており，精神科入院患者の退院促進を指向した看護援助について探究している．本年度は，横断的な
事例調査と退院支援の実態調査を行い，退院支援による効果と現状における退院支援の課題を検討した（4，
5，13，15，25，29）．
　また、長期入院患者自身による生活技能自己評価に関する実践を報告した（9，11）．
　癒し技法としてのタッチに関する研究活動においては, 科学研究費補助金の助成を受けており，タッチ
の実施方法による効果の違いを比較検討し，報告した(10，16).
　これらの他，メンタルヘルスに関する研究では，トヨタ財団研究助成金を受けており，今年は中国安徽
省においてフィ－ルドワ－クを行い，農村部女性の日常生活における困難を明らかにする（2，17，18，
27）とともに、農村部女性の日常的な知恵を生かしたメンタルヘルス支援の実践について報告した(8，30)．
　また、2007年より科学研究費補助金を受け，ニュ－タウンに暮らす高齢者のメンタルヘルス支援プログ
ラムの開発に関する研究に取り組んでおり，今年は高齢者のメンタルヘルス支援として実践したグル－プ
回想法の効果について検証し，報告した(6，7).
　その他，精神科急性期における患者－看護師関係（1），児童精神科における看護実践の差異と学習ニー
ズ（19），看護教育・研究における構造構成主義（21，22），フランスの精神障害者里親制度の実際（23），
精神障害者ケアマネジメントにおける人材育成（28）などについて報告した．
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地域看護学教育研究分野
〔原　著〕
１．井出成美，佐藤紀子，山田洋子，細谷紀子，岩瀬靖子，宮﨑美砂子：社会的サポートネットワークの
構築につながる高齢者のエンパワメント指標の試案．文化看護学会誌，1(1)，3-11，2009．
２．石川麻衣，宮﨑美砂子：自主グループ参加者のライフストーリーからみた健康づくりのテーマ．文化
看護学会誌，1(1)，12-21，2009．
３．飯野理恵：保健師と住民との共働における住民の主体性の高まりの内容．千葉看会誌，15(1)，51-58，
2009．
〔学会発表抄録〕　
４．渡邊輝美，宮﨑美砂子：ポピュレーションアプローチの適用事例からみた保健師の活動方法の特徴．
第12回日本地域看護学会講演集，46，2009．
５．木暮みどり，佐藤紀子：生活習慣病予防行動を起こす労働者の健康意識のプロセス－体験者のライフ
ストーリーを通して－．第12回日本地域看護学会講演集，50，2009．
６．石川麻衣，宮﨑美砂子：自主グループ参加者のライフストーリーからみた健康づくりのテーマ．第12
回日本地域看護学会講演集，52，2009．
７．鶴岡章子，宮﨑美砂子：在日フィリピン女性の妊娠，出産および育児におけるジレンマの様相．第12
回日本地域看護学会講演集，71，2009．
８．榊原理恵子，佐藤紀子：地域の健康問題が解決に向かった身近な住民同士の交流．第12回日本地域看
護学会講演集，99，2009．
９．飯野理恵，佐藤紀子，宮﨑美砂子：保健師と住民との共働における住民の主体性の高まりの内容．第
12回日本地域看護学会講演集，101，2009．
１０．三上友紀，佐藤紀子，宮﨑美砂子：自治体が実施する生活習慣病予防教室における保健師の支援方法
の特徴－文献検討－．第12回日本地域看護学会講演集，124，2009．
１１．久保木知子，佐藤紀子：保健所で実施した保健師新任研修の効果．第12回日本地域看護学会講演集，
134，2009．
１２．金澤亜衣，佐藤紀子：保健推進員の意欲的な活動継続を促す保健師の支援方法．第12回日本地域看護
学会講演集，141，2009．
１３．渡邊礼子，佐藤紀子，宮﨑美砂子：地域での豊かな生活に向かって精神障害者の生活の質が変化する
プロセス－近隣住民とのかかわりに着目して－．第12回日本地域看護学会講演集，142，2009．
１４．望月路子，山田洋子，宮﨑美砂子：生活習慣病予備群で行動変容がなされていない人への保健師の効
果的な援助方法．第12回日本地域看護学会講演集，160，2009．
１５．安藤継子，佐藤紀子，宮﨑美砂子：生活習慣病予防における対象者の主体性を高めるための看護援助．
第12回日本地域看護学会講演集，162，2009．
１６．杉田由加里，宮﨑美砂子：地域住民に対する支援システムを構築・発展させる行政保健師の能力－コ
ンピテンシーの構成概念を用いて－．第12回日本地域看護学会講演集，185，2009．
１７．宮﨑美砂子，奥田博子，牛尾裕子，岩瀬靖子，飯野理恵，他：被災時に必要な保健師マンパワー算定
基準の試案作成（第３報）－風水害に焦点をあてて．第68回日公衛会抄録集，56（10）特，563，2009．
１８．佐藤紀子，杉田由加里，石川麻衣，山田洋子，細谷紀子：高齢者の介護予防を意図して社会的サポー
トネットワークを促進している活動の成果．第68回日公衛会抄録集，56（10）特，488，2009．
１９．渡邊礼子，佐藤紀子，宮﨑美砂子：精神障害者と関わりをもつ近隣住民の生活の質が変化するプロセス．
第68回日公衛会抄録集，56（10）特，595，2009．
２０．丸谷美紀，大澤真奈美，宮﨑美砂子，飯野理恵，他：農村部における地域の文化を考慮した生活習慣
病予防の保健指導方法　第２報．第68回日公衛会抄録集，56（10）特，184，2009．
２１．三上友紀，佐藤紀子：禁煙教室参加者の意識の変化とその影響要因の検討～2事例の事例分析～．第68
回日公衛会抄録集，56（10）特，404，2009．
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２２．石井伊都子，朝比奈真由美，宮﨑美砂子：ワークショップ 対立と葛藤の解決を学ぶ授業，第2回日本
保健医療福祉連携教育学会学術集会抄録集，71，2009.
２３．Sugita　Y., Miyazaki M.,：Definition of the concept, focused practices, and study methods 
related to nursing competencies: literature review. The 12th East Asian Forum of Nursing 
Scholars (EAFONS) at Tokyo, Japan, 122，2009.
２４．Miyazaki M.,Okuda H.,Uhiso U.,Haruyama S.,Morishita Y.,Fujitani A.,Tamura S.and Iwase S.　
:Standards for estimating the number of PHNs dispatched to natural disasters: analysis of 
cases in Japan. The 4th international conferences on community health nursing research 
conference handbook, 192, 2009.
２５．Marutani M., Osawa M.and Miyazaki M.:Culturaly sensitive health couseling provided by 
public health nurses for the prevention of life- style related diseases in Japanese rural 
communities :Qualitative research focused on motivating elderly farmers to change their 
behavior. The 4th international conferences on community health nursing research conference 
handbook, 41, 2009.
２６．Noriko Sato, Yukari Sugita, Yoko Yamada, Narumi Ide, Noriko Hosoya, Seiko Iwase, Syouko 
Tsuruoka, Mai Ishikawa, Misako Miyazaki：Preventive nursing for the elderly in Japan ― 
Focus on social support networks．The 4th international conferences on community health 
nursing research conference handbook, 264, 2009.
２７．Yoko Yamada, Narumi Ide, Noriko Sato, Noriko Hosoya, Seiko Iwase,Syoko Tsuruoka, Yukari 
Sugita, Mai Ishikawa, Misako Miyazaki ：Characteristics of a social support network for the 
elderly in Japan: A comparison with Finland．The 4th international conferences on community 
health nursing research conference handbook, 347, 2009.
〔報告書〕
２８．宮﨑美砂子，岩瀬靖子ほか：風水害発生時に必要な保健師パワー算定基準の検討，厚労科学研究費補
助金（健康安全･危機管理対策総合研究事業）「災害・重大健康危機の発生時・発生後の対応体制及び
健康被害抑止策に関する研究」（主任研究者大井田隆）平成20年度分担研究報告書，1-37，2009.
２９．宮﨑美砂子，岩瀬靖子ほか：風水害発生時に必要な保健師パワー算定基準の検討，厚労科学研究費補
助金（健康安全･危機管理対策総合研究事業）「災害・重大健康危機の発生時・発生後の対応体制及び
健康被害抑止策に関する研究」（主任研究者大井田隆）平成20年度総括･分担研究報告書，41-80，2009．
３０．宮﨑美砂子ほか：自律した医療組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力育成をコアに置いた人
材育成－千葉大学現代GP平成20年度成果報告書，1-74，2009．
〔単行書〕
３１．宮﨑美砂子：第３章行動変容のために必要な保健指導技術「保健指導の過程」. 金川克子監修，宮﨑
美砂子編集，効果的な面接技術と事業展開から学ぶ保健指導．中央法規，25-48，2009.
３２．宮﨑美砂子：健康危機管理. 木下由美子編集代表，エッセンシャル地域看護学． 第2版，医歯薬出版，
117-122，2009.
３３．佐藤紀子：第５章 保健指導の成果と評価方法「保健指導のアウトカム」, 第７章　保健指導技術を高
めるための演習方法．金川克子監修，宮﨑美砂子編集，効果的な面接技術と事業展開から学ぶ保健指
導．中央法規，67-82，145-163，2009.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３４．宮﨑美砂子：予防活動としての保健指導の技術.日本地域看護学会誌，12(1)，7-12，2009.
３５．宮﨑美砂子：IPEに向けた組織体制づくり－IPEモデル地域構築を目指して.看護展望，34(8)，19-24，
2009.
３６．丸谷美紀，宮﨑美砂子：農村部における地域の文化を考慮した生活習慣病予防の保健指導方法－主体
的な行動変容を促すために－，日本地域看護学会誌，１１(2), 38-45, 2009.
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〔研究状況〕
　地域看護学教育研究分野では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活
する人々に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる
公衆衛生看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
　宮﨑は，厚生労働科学研究費補助金による「大都市部における自然災害等健康危機発生時の保健活動体
制と方法に関する研究」において研究代表者として取り組み、「災害・重大健康危機の発生時・発生後の対
応体制及び健康被害抑止策に関する研究」において分担研究者として取り組んでいる（17，24，28，29）．
その経験を踏まえ，健康危機管理に関する単行書を執筆した（32）．また，平成19年度より，「地域看護実
践における予防的戦略の構造と技術の体系化」（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C））に取り組ん
でいる．
　佐藤は，「高齢者のエンパワメントに着目した介護予防活動の評価に関する研究」について文部科学省科
学研究費補助金（若手研究Ｂ）を受け，文部科学省科学研究費補助金（基礎研究Ｃ）を受け，調査研究に
取り組んでいる（1，18，26，27）
　岩瀬は，「軽度発達障害児の療育支援体制の充実にむけた活動評価指標の開発」について，飯野は，「地
域住民との共働による生活習慣病予防活動の成果に関する研究」について，時田（渡邊）は，「精神障害者
の生活の変化とその影響要因及び保健師の支援との関連に関する研究」について，文部科学省科学研究費
補助金（若手研究スタートアップ）を受け，調査研究に取り組んでいる．飯野は博士論文の一部を発表し（3，
9），時田は修士論文の一部を発表した（13，19）．
　また，宮﨑は，医学部・薬学部・看護学部が共同で取り組んでいるIPEに現代GPプロジェクト「自律し
た医療組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力育成をコアに置いた人材育成」事業推進責任者とし
てかかわり，その成果を公表した（22，30，35）．
訪問看護学教育研究分野
〔原　著〕
１．植田彩，辻村真由子，岡本有子，園田芳美，松浦志野，望月由紀，石垣和子：排泄ケアにみられる身
体性－国内文献に記述された実践事例のメタ統合を通して－．千葉看会誌，15(1)，68－75，2009．
２．奥朋子，中村伸枝，大野朋加，阿部恭子，神津三佳，藤澤陽子，石橋みゆき，菅原聡美，光多恵子，
松本ゆり子，千葉均，森かずえ：専門看護師・認定看護師の役割に対する看護師のニーズ～高度先進
医療と提供する大学病院（一施設）における質問紙調査～．千葉看会誌，15(1)，43－49，2009．
〔学会発表抄録〕
３．Araki, A., Ito, R., Sato, N.: The beliefs of patents of children with special need in transition to 
home and maintaining daily living. 9th International Family Nursing Conference, 71, 2009．
４．Tsujimura, M., Ishigaki, K., & Watanabe, M.: Beliefs held by families with older adults who 
need care upon hospital discharge in Japan (First Report): Review of the literature. 9th 
International Family Nursing Conference, 146, 2009．
５．Ishigaki, K., & Tsujimura, M.: Beliefs held by families with older adults who need care upon 
hospital discharge in Japan (Second Report): From interviews with discharge planning stafs. 
9th International Family Nursing Conference, 147-148, 2009．
６．Tsujimura, M., Fujita, J., Akanuma, T., Ito, R., Yamamoto-Mitani, N., & Ishigaki, K.: 
Characteristic diferences in nursing practice between Japan and Korea: From interviews with 
Japanese and Korean nurses who have worked and lived in both countries. The 1st 
International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Science, 131, 2009．
７．辻村真由子，伴真由美，石垣和子：沖縄に暮らす高齢者の排泄習慣と排泄に関する意識調査．文化看
護学会第1回学術集会，18，2009．
千葉大学看護学部紀要　第３２号
－94－
８．石垣和子，山本則子，緒方泰子，岡本有子，片倉直子，篠原裕子，辻村真由子，藤田淳子，望月由紀，
赤沼智子，伊藤隆子，小笹優美，白石澄江，新倉涼子：日本と海外における看護実践にみられる文化
差を捉えるための質問項目の開発．文化看護学会第1回学術集会，21，2009．
９．辻村真由子，石垣和子：寝たきり度の高い要介護高齢者とその家族に対する効果的な排便ケアのアセ
スメント視点－熟練訪問看護師が排便ケアの方向性を判断する際の視点から－．第13回日本在宅ケア
学会学術集会講演集，142，2009．
１０．伊藤隆子，小笹優美，辻村真由子，山本則子，片倉直子，緒方泰子，白石澄江，石垣和子：日本の訪
問看護師と病棟看護師の専門職としての行動とその規範の差異．日本地域看護学会第12回学術集会講
演集，175，2009．
１１．佐藤奈保，荒木暁子，伊藤隆子，石垣和子：退院支援場面において看護師が認識する家族のビリーフ
―障害のある子ども．日本家族看護学会第16回学術集会講演集，143，2009．
１２．辻村真由子，本田彰子，石垣和子：退院支援場面において看護師が認識する家族のビリーフ－神経難
病患者．日本家族看護学会第16回学術集会講演集，144，2009．
１３．伴真由美，原等子，辻村真由子，谷規久子，鈴木祐恵，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克
子：施設入所高齢者のための排便（便秘の改善）ケアプロトコール開発－実践現場におけるケアプロ
トコールの有用性の検討－．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，92，2009．
１４．深堀浩樹，石垣和子，伊藤隆子，池崎澄江，臼井キミカ，奥野茂代，小野幸子，片倉直子，日吉和子，
松村菜穂美，百瀬由美子，山本則子，渡邊みどり，山口絹代，望月由紀：高齢者施設における安全・
確実なケア提供に関する調査―医行為を行った際の危険な場面・失敗した場面に着目して―．日本老
年看護学会第14回学術集会抄録集，116，2009．
１５．原等子，伴真由美，谷規久子，鈴木祐恵，辻村真由子，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克
子：排便ケアプロトコールによる下剤使用状況の変化－高齢者施設における排便（便秘の改善）ケア
プロトコール試行事例から－．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，123，2009．
１６．日吉和子，松村菜穂美，伊藤隆子，石垣和子，池崎澄江，臼井キミカ，奥野茂代，小野幸子，片倉直
子，深堀浩樹，百瀬由美子，山本則子，渡邊みどり，山口絹代，望月由紀：高齢者施設における生活
機能を再確立するためのアセスメント・ケア手法に関する調査．日本老年看護学会第14回学術集会抄
録集，130，2009．
１７．西山みどり，伴真由美，原等子，谷規久子，鈴木祐恵，辻村真由子，吉原悦子，桑田美代子，金川克
子：排便（便秘の改善）ケアプロトコール試行に伴う看護職・介護職の排便ケアにおける変化．日本
老年看護学会第14回学術集会抄録集，147，2009．
１８．辻村真由子，伴真由美，原等子，谷規久子，鈴木祐恵，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克
子：施設入所高齢者の排便状況と下剤使用に関する実態調査－排便（便秘の改善）ケアプロトコール
試行施設を対象として－．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，196，2009．
１９．谷規久子，伴真由美，原等子，鈴木祐恵，辻村真由子，西山みどり，吉原悦子，桑田美代子，金川克
子：施設入所高齢者の効果的排便ケアの検討－ケアプロトコール試行事例に対するケア内容の分析か
ら－．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，197，2009．
２０．伊籐隆子，羽場香織，辻村真由子：看護職を基礎資格にもつ介護支援専門員（ケアマネジャー）が経
験する困難感－平成20年度居宅介護支援事業所への全国調査から．千葉看護学会第15回学術集会集録，
25，2009．
２１．石垣和子，辻村真由子，伊藤隆子，清水準一，新井香奈子，森下安子：訪問看護師と医師との連携に
おける相互コミュニケーションと看護師の実践能力に関する研究．第29回日看科会学術集会講演集，
180，2009．
２２．辻村真由子，石垣和子，相原鶴代，秋山正子，新井香奈子，伊藤隆子，上野まり，角田直枝，島村敦
子，清水準一，本田彰子，森下安子：便秘ケアにおける医師との連携に見る訪問看護師の裁量に関す
る研究．第29回日看科会学術集会講演集，491，2009．
２３．石垣和子，秋山正子，新井香奈子，相原鶴代，伊藤隆子，角田直枝，上野まり，清水準一，島村敦子，
竹森志穂，辻村真由子，森下安子：看取りのプロセスにおける医師との連携に見た訪問看護師の裁量
に関する研究．第29回日看科会学術集会講演集，493，2009． 
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２４．伊籐隆子，羽場香織，辻村真由子，緒方泰子：ケアマネジャーに専門的行為の抑制をもたらすモラル
ディストレスを構成する要素の検討．第29回日看科会学術集会講演集，496，2009．
２５．樋口キエ子，石井市枝，井上恵子，内田明子，大桐四季子，大島利恵，木所律子，権平くみ子，杉原
幸子，辻村真由子，福井小紀子，本間時枝，山崎潤子，渡辺清子：訪問看護新人教育ガイドライン．
第40回日看会抄録（地域看護），83，2009．
〔報告書〕
２６．伴真由美，原等子，辻村真由子，桑田美代子，鈴木祐恵，谷規久子，西山みどり，吉原悦子，金川克
子：施設入所高齢者のための排便（便秘の改善）ケアプロトコール開発．平成20年度老人保健健康増
進等事業（厚生労働省老人保健事業推進費等補助金）「高齢者の胃ろう閉鎖，膀胱留置カテーテル抜去
を安全かつ効果的に実施するためのアセスメント・ケアプログラムの開発に関する調査研究事業」報
告書，125－167，2009．
２７．石垣和子，相原鶴代，秋山正子，新井香奈子，伊藤隆子，上野まり，角田直枝，清水準一，竹森志穂，
辻村真由子，本田彰子，森下安子，島村敦子：在宅看護領域の役割分担・連携．厚労科学研究費補助
金 厚生労働科学特別研究事業「医師と看護師との役割分担と連携の推進に関する研究」平成20年度総
括研究報告書（研究代表者：太田喜久子），172－201，2009．
２８．石垣和子，伊藤隆子，辻村真由子，吉本照子，緒方泰子：3003訪問看護師として再就職したい看護職
者を支援する学び直しプログラム開発（実施責任者：吉本照子）．平成20年度社会人学び直しニーズ対
応教育推進プログラム委託事業成果報告書，2009．
２９．辻村真由子他（千葉県訪問推進協議会 本会，千葉県訪問看護推進協議会 作業部会，社団法人千葉県
看護協会 訪問看護委員会）：平成20年度千葉県委託千葉県訪問看護推進事業実態調査「介護支援専門
員の訪問看護サービス導入に関するケアプラン作成過程の実態」報告書，2009．
３０．伊藤隆子：ケアマネジャーの専門的行為の抑制をもたらすモラルディストレスを構成する要素の検討，
科学研究費補助金研究成果報告書，2009．
３１．石橋みゆき：退院支援過程における退院調整看護師とソーシャルワーカーの判断プロセスの特徴，平
成20年度日本看護協会出版会研究助成金成果報告書，2009
〔単行書〕
３２．石橋みゆき：急性期病院における高齢者への退院支援．吉本照子，酒井郁子，杉田由加里（編著）．地
域高齢者のための看護システムマネジメント，医歯薬出版株式会社，90-100，2009.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３３．三輪真理，辻村真由子，鈴木育子，石垣和子，山本則子：摘便後の便失禁を予防する看護実践モデル
の作成および適用による実証的検討．日本看護技術学会誌，8(1)，84－92，2009．
３４．石垣和子，伊藤隆子，辻村真由子：訪問看護ステーションから見た在宅医療の現状と課題．MEDICO，
40(1)，12－17，2009．
３５．千葉県看護協会編・平成１９年度・２０年度千葉県看護協会訪問看護委員会（樋口キエ子・石井市枝・井
上恵子・内田明子・大桐四季子・大島利恵・木所律子・権平くみ子・杉原幸子・辻村真由子・福井小
紀子・本間時枝・山崎潤子・渡辺清子）：訪問看護新人教育ガイドライン，２００９.
３６．辻村真由子，吉本照子，緒方泰子，伊藤隆子，石垣和子：千葉大学：訪問看護師として再就職したい
看護職者を支援する学び直しプログラムを実施して．訪問看護と介護，14(9)，768－781，2009．
３７．樋口キエ子，石井市枝，井上恵子，内田明子，大桐四季子，大島利恵，木所律子，権平くみ子，杉原
幸子，辻村真由子，福井小紀子，本間時枝，山崎潤子，渡辺清子：訪問看護新人教育ガイドライン，
千葉県看護協会，2009．
３８．辻村真由子：訪問看護師として再就職したい看護職者を支援する学び直しプログラム，日本保健医療
社会学会看護研究部会 公開企画 ラウンドテーブルディスカッション「ケアの担い手を育む現状と取
り組み」，2009．
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〔研究状況〕
　3月に石垣教授が転出し，10月より石橋講師が着任した．
１）文部科学省科学研究費補助金
　伊藤は，平成21－23年度の予定で新たな研究題目「在宅ケアにおける倫理的ジレンマへの対処を促す支
援プログラムの開発と有効性の検討」（基盤研究Ｃ研究代表者：伊藤隆子）を開始し研究を行っている．ま
た伊藤は，平成20年度に開始された「家族支援のための家族の抱く信念アセスメント指標の開発」（基盤研
究B 研究代表者：石垣和子）の分担研究者として、辻村とともに研究を行っている．
　辻村は，平成20年度に開始した「東アジア（日本・韓国・中国）における在宅での家族看護実践に関す
る国際比較研究」（若手研究スタートアップ 研究代表者：辻村真由子）の2年目（最終年度）の研究を行っ
ている．また辻村は，研究題目「高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット訪問看護支援システムの
有効性検討」（基盤研究A 研究代表者：山本則子）の連携研究者として研究を行っている． 
２）その他の研究費
　伊藤と辻村は，平成21年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）によ
る「海外の高齢者施設における看護職等のケア管理・提供に関する調査研究（日本老年看護学会が受託）」を，
検討委員会のメンバーとして他大学の研究者とともに行っている．
　石橋は，平成20年度日本看護協会出版会研究助成金による，「退院支援過程における退院調整看護師と
ソーシャルワーカーの判断プロセスの特徴」を，代表研究者として9人の研究メンバー（吉田千文，木暮み
どり，津野祥子，佐瀬真粧美，諏訪部高江，樋口キエ子，葛西好美，丸谷美紀，雨宮有子）とともに実施
し，2009年12月に研究報告書を提出した．
保健学教育研究分野
〔原　著〕
　◎和文
１．劉新彦，北池正：中学生の適正体重を維持する生活習慣および自己効力感に関する研究．千葉看会誌，
15(1)，27-34，2009．
２．山本武志，田口祐奈，北池正：大学生の就職内定後の就職不安に関連する要因の検討．CAMPUS 
HEALTH，46，173-178，2009
〔学会発表抄録〕　
３．北池正，劉新彦，鈴木友子，齋藤尚子，山本武志：ポピュレーションアプローチによる小中学生の生
活習慣改善．日公衛会雑誌，56(10)，204，2009．
４．北池正，劉新彦：小中学生の生活習慣改善による自己効力感の変化．学校保健研究，51(suppl.)，277，
2009．
５．山本武志：「医療事故」への患者・家族の対応と認知的評価の変遷について，保健医療社会学論集，20，
41，2009
〔報告書〕
６．北池正，劉新彦，鈴木友子：平成20年度流山市小中学生学習意欲・生活習慣向上プログラム結果報告
書．流山市教育委員会，1-36，2009．
〔研究状況〕
　保健学教育研究分野は，地域や職域、学校の集団を対象として，健康問題を生活環境との関連で解明す
ることを目的に研究に取り組んでいる．
　北池は，中学生の適正体重維持に関連する生活習慣について調査研究を行い(1)，さらに小中学生を対象
とした学習意欲・生活習慣向上プログラムを開発し、実施した上で評価を行なっている(3,4,6)．山本は患者
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･市民の受療行動，保健行動、医療について研究を行っている(2,5)。
ケア開発研究部
〔学会発表抄録〕
１．清水安子，黒田久美子, 内海香子, 森小律恵, 麻生佳愛, 村角直子, 正木治恵：糖尿病患者のセルフケア
能力測定ツールの開発　試用結果に基づいた修正の試み．日本糖尿病教育・看護学会誌，13(2)，146-－
157，2009.
〔学会発表抄録〕
２．Y. Shimizu, K. Kuroda, K. Uchiumi, K. Asou, N. Murakado, K. Mori, N. Seto, H. Masaki：
Development of a nursing program to promote diabetes self-care agency，ICN24ｔ ｈ　
Quadrennial　Congress，2009．
３．Emiko, Imamura, Carol J. Loveland-Cherry, Jersey Liang, Ann L. Whal, Julia Seng: 
Relationships between religiosity, health, and health promotion behaviors in older Japanese 
adults, the Gerontological Society of America 62nd Annual Scientific Meeting abstracts, 77, 
2009. 
４．黒田久美子, 和住淑子：看護学生に臨地で直接指導する中堅看護師に必要なキャリア開発上のニーズ
－研修受講体験からの考察．日本看護学教育学会誌，第19巻（日本看護学教育学会第19回学術集会講
演集），211，2009．
５．和住淑子, 黒田久美子：臨地実習指導の充実に向けた看護系大学と臨地実習施設の協働のための研修
ニーズ．日本看護学教育学会誌，第19巻（日本看護学教育学会第19回学術集会講演集） ，191，2009.
６．黒田久美子，石井邦子，小田和美，柏原英子，高島えり子、福井トシ子：妊娠前から糖尿病療養経験
のある女性への看護支援－糖尿病女性への周産期看護支援モデルの開発に向けて－，第29回日看科会
学術集会講演集，454，2009．
７．石井邦子，黒田久美子，小田和美，柏原英子，高島えり子，福井トシ子：妊娠期に糖尿病の診断を受
けた妊婦への看護支援－糖尿病女性への周産期看護支援モデルの開発に向けて－．第29回日看科会学
術集会講演集，453，2009，
８．柏原英子，黒田久美子，石井邦子，小田和美，高島えり子，福井トシ子：経験豊かな看護職者が捉え
た糖尿病合併妊産婦の妊娠・出産・育児に関する思い－糖尿病女性への周産期看護支援モデル開発に
向けて－．第29回日看科会学術集会講演集，243，2009．
９．高島えり子，黒田久美子，石井邦子，小田和美，柏原英子，福井トシ子：糖尿病合併妊産褥婦への看
護支援に必要な看護者の姿勢－糖尿病女性への周産期看護支援モデル開発に向けて－，第29回日看科
会学術集会講演集，243，2009．
１０．小田和美，黒田久美子，石井邦子，柏原英子，高島えり子，福井トシ子：糖尿病を合併した女性への
出産後に必要となる看護支援－糖尿病女性への周産期看護支援モデル開発に向けて－．第29回日看科
会学術集会講演集，244，2009
１１．福井トシ子，黒田久美子，石井邦子，小田和美，柏原英子，高島えり子：糖尿病合併妊婦に必要なケ
ア提供システムに関する検討－糖尿病女性への周産期看護支援モデル開発に向けて－，第29回日看科
会学術集会講演集，453，2009.
１２．黒田久美子, 阿部恭子, 馬場由美子, 赤沼智子：乳がん看護認定看護師を中心とした地域の乳がん看護
サポートグループの成果．日本がん看護学会誌，23特集号，210，2009
１３．阿部恭子, 黒田久美子, 馬場由美子, 赤沼智子：乳がん看護認定看護師を中心とした地域の乳がん看護
サポートグループの活動プロセス．日本がん看護学会誌， 23特集号， 211，2009.
１４．和住淑子，大室律子，佐藤まゆみ，荒屋敷亮子，黒田久美子，後藤妙子，鈴木康美，砥石和子，中山
珠美，西山ゆかり：新人看護師のプリセプターを支援する者に必要な能力と資質に関する全国調査－
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プリセプター支援者の背景による違いに焦点をあてて．第40回日看会抄録（看護管理），356，2009.
１５．西山ゆかり，和住淑子，大室律子，黒田久美子，佐藤まゆみ，砥石和子，鈴木康美：プリセプター支
援担当者が感じる役割遂行上の困難．第29回日看科会学術集会講演集，300，2009.
１６．鳥田美紀代，正木治恵，高橋良幸，谷本真理子，黒田久美子，張平平：高齢者本人から捉える健康の
視点．第29回日看科会学術集会講演集，479，2009.
〔報告書〕
１７．正木治恵，数間恵子，黒田久美子，瀬戸奈津子，清水安子，中野裕子，西垣昌和，宮武陽子，森小律
恵，米田昭子（日本糖尿病教育・看護学会研究推進委員会）：インスリン療法に関する安全管理体制の
確立に向けた看護実践のエビデンス生成．平成20年度看護系学会等社会保険連合研究助成　研究報告
書，2009．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１８．黒田久美子：シンポジウム１「糖尿病教育・看護の未来に向けた人材育成」　『日々の実践』を生涯の
キャリア開発につなぐ組織的支援の必要性．日本糖尿病教育・看護学会誌，第13特別号第14回日本糖
尿病教育・看護学会学術集会抄録集，65，2009．
１９．黒田久美子：【地域連携で支援する　これからの糖尿病患者のセルフケア】 糖尿病患者をめぐる制度
の動きと地域連携体制構築のすすめ．看護，61(8)， 40-43，2009.
２０．黒田久美子, 田所良之, 田澤敦代, 菅原聡美：英国における臨地実習支援システムの調査報告　プリマ
ス大学と病院の連携．千大看紀要，31，17-22，2009.
２１．黒田久美子：【院内研究　テーマの見つけ方】．ナーシング・トゥデイ，24(13），63-67，2009.
２２．佐藤紀子,前原邦江,佐藤奈保,佐藤まゆみ,黒田久美子,北池正：平成20年度千葉大学公開講座「子育てか
らみた家族看護」－千葉大学看護学部21世紀ＣＯＥプログラムの研究成果を実践に活かす－. 千大看
紀要，31，23-26，2009.
〔研究状況〕
　11月に今村美恵子講師が着任し，2名の体制となった．
　本研究部では，センター事業であるプロジェクト研究として，糖尿病をもち妊娠・出産・育児を経験す
る女性へのケアについて研究を継続実施しており，その成果を発表した（6－11）．またセンターで実施し
ている文部科学省委託事業「看護学指導者研修」の研修評価を行い（4,5），乳がん看護認定看護師の活動
とその成果を明らかにする研究に取り組んだ．（12,13）
　黒田は，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））による「糖尿病セルフケア能力測定ツ－ルを活
用した看護援助プログラムの開発」（研究代表者　清水安子）の研究分担者としてツ－ルの検証，プログラ
ム開発をすすめ，成果の一部を発表した（1，2）．また日本糖尿病教育・看護学会の研究推進委員会のメン
バ－として，インスリンエラ－対策への提言につながる研究の報告書をまとめた（17）．今村は，高齢者の
スピリチュアリティに関する研究をすすめ，成果の一部を発表した（3）．
政策・教育開発研究部
〔原　著〕
１．唐沢泉, 大室律子：助産師教育を担当する教員が考える将来の助産師教育．岐阜医療科大学紀要第3号，
185-193，2009．
〔学会発表抄録〕
２．和住淑子，大室律子，佐藤まゆみ，荒屋敷亮子，黒田久美子，後藤妙子，鈴木康美，砥石和子，中山
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珠美，西山ゆかり：新人看護師のプリセプターを支援する者に必要な能力と資質に関する全国調査－
プリセプター支援者の背景によるちがいに焦点を当てて－．第40回日看会抄録（看護管理），356，2009．
３．西山ゆかり，和住淑子，大室律子，黒田久美子，佐藤まゆみ，砥石和子，鈴木康美：プリセプター支
援担当者が感じる役割遂行上の困難．第29回日看科学学会学術集会講演集，300，2009．
４．和住淑子，黒田久美子：臨地実習指導の充実に向けた看護系大学と臨地実習施設の協働のための研修
ニーズ．日本看護学教育学会誌，第19巻（日本看護学教育学会第19回学術集会講演集），211，2009．
５．黒田久美子，和住淑子：看護学生に臨地で直接指導する中堅看護師に必要なキャリア開発上のニーズ
－研修受講体験からの考察．日本看護学教育学会誌，第19巻（日本看護学教育学会第19回学術集会講
演集），191，2009．
６．斉藤しのぶ，和住淑子：3年次編入学生の学士課程入学時における看護学修得上の学習課題．日本看護
学教育学会誌，第19巻（日本看護学教育学会第19回学術集会講演集），121，2009．
７．細谷紀子，大室律子，丸山美知子：保健医療福祉政策の転換期における都道府県庁の保健師が行う施
策化の実践内容．第12回日本地域看護学会,187,2009．
８．市川博美，大室律子：臨地実習指導のための継続した学生指導連携簿の効果的活用．第40回日看会抄
録（看護教育），148，2009．
９．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江：社会変革期におけるF. Nightingale の業績を評価するための分析
枠組みについて．ナイチンゲール研究学会第30回研究懇談会，2009．
１０．三木佳奈子，渡辺優子，和住淑子：熟練看護師のせん妄患者のとらえ方及び看護介入に関する研究．日
本クリティカルケア看護学会誌，5（1），93，2009．
１１．原田佳代子，渡辺聡子，和住淑子：退院後早期AMI患者の生活状況と自覚症状との関連．日本救急看
護学会雑誌，11（2），147，2009．
１２．並木亜希子，湯浅直子，和住淑子：３次救急脳外科病棟における看護師の入浴ケアに対する意識調査．
日本救急看護学会雑誌，11（2），183，2009．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１３．佐藤まゆみ，大室律子，荒屋敷亮子，和住淑子，赤沼智子：プリセプター支援者に求められる能力・
資質に関する研究．千大看紀要，31，1-5，2009．
〔研究状況〕
　政策・教育開発研究部では、看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や、看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている。
　看護実践研究指導センター事業であるプロジェクト研究として、共同研究員とともに「新人看護師教育
におけるプリセプター支援担当者教育プログラムの開発」を継続しており、平成20年度に引き続き、科学
研究費補助金（基盤研究（C））の助成を得て、その成果を発表した（2，3，13）。
　大室は、保健医療福祉政策の転換期における都道府県庁の保健師が行う施策化の実践内容にかかる研究
成果を発表した（7）。また、助産師教育や看護師の基礎教育に関する研究も行った（1，8）。
　和住は、平成20年度学部長裁量経費により、看護実践研究指導センターが文部科学省より受託した「看
護学教育指導者研修」の評価を行い、看護系大学と臨地実習施設の協働に向けた新たな研修企画の方向性
について、黒田とともに研究発表した（4，5）。また、科学研究費補助金（基盤研究（C））の助成を得て、
斉藤とともに、3年次編入学生に対する学士課程プログラムのあり方に関する研究を行った（6）。さらに、
新規に科学研究費補助金（基盤研究（C））を獲得し、社会変革期におけるF. Nightingale の業績の今日的
意義に関する系統的研究を開始した（9）。この他、現場の看護師らと共に、看護実践上の課題を解明する
ための看護実践研究を重ねている（10-12）。
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乳がん看護認定看護師教育課程
〔原　著〕
１．奥朋子，中村伸枝，大野朋加，阿部恭子，神津三佳，藤澤陽子，石橋みゆき，菅原聡美，光多恵子，
松本ゆり子，千葉均，森かずえ：専門看護師・認定看護師の役割に対する看護師のニーズ―高度先進
医療を提供する大学病院（一施設）における質問紙調査―．千葉看会誌，15(1)，43－50，2009．
〔学会発表抄録〕
２．黒田久美子，阿部恭子，馬場由美子，赤沼智子：乳がん看護認定看護師を中心とした地域の乳がん看
護サポートグループの成果．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，210，2009.
３．阿部恭子，黒田久美子，馬場由美子，赤沼智子：乳がん看護認定看護師を中心とした地域の乳がん看
護サポートグループの活動プロセス．第23回日本がん看護学会学術集会講演集，211，2009.
４．金澤麻衣子，黒田久美子，阿部恭子：乳がん看護認定看護師による相談支援の概要，千葉看第15回学
術集会集録，35，2009．
５．神津三佳，光多恵子，藤澤陽子，大野朋加，奥朋子，阿部恭子，菅原聡美：がん終末期において看護
師が自部署内で解決しにくいと感じる問題　専門・認定看護師に対するニーズ調査より．第23回日本
がん看護学会学術集会講演集，204，2009．
６．阿部恭子，谷田貝麻美子，若林槙子，佐藤真理子，川端博子：乳がん患者の補整に関する情報入手の
現状－年齢・術式に焦点をあてて－．第40回日看会抄録（成人看護Ⅰ），93，2009．
７．白井弓子，根本恵美，西弘美，阿部恭子，佐藤まゆみ：術後の乳がん患者が退院後に在宅で継続可能
なリハビリテーションの検討．第40回日看会抄録（成人看護Ⅰ），167，2009．
８．張平平，黒田久美子，阿部恭子，金澤麻衣子：乳房再建における看護の現状と課題－質的統合法（Ｋ
Ｊ法）による先行文献の検討を通して－．千葉看第15回学術集会集録，34，2009．
９．原田和江，金丸良平，川俣知子，阿部恭子，矢形寛：リンパ浮腫セラピストによるメールを利用した
セルフケア支援．第17回日本乳癌学会総会プログラム抄録集，396，2009．
１０．射場典子，和田恵美子，阿部恭子，井沢知子，岩満優美，大野真司，長瀬慈村，矢形寛，脇田和幸：
乳がん患者の語りデータベース化の試み(第二報)．第17回日本乳癌学会総会プログラム抄録集，234，
2009．
１１．谷田貝麻美子，若林槙子，佐藤真理子，阿部恭子，川端博子：術後乳がん患者の衣生活の現状（第1
報）術後乳がん患者・体験者を対象とした調査結果の概要．日本繊維製品消費科学会2009年年次大会
研究発表要旨集，23-24，2009.
１２．若林槙子，川端博子，佐藤真理子，阿部恭子，谷田貝麻美子：術後乳がん患者の衣生活の現状（第2
報）補整下着を中心とした調査結果と分析．日本繊維製品消費科学会2009年年次大会研究発表要旨集，
25－26，2009.
１３．千島隆司，石川孝，浜口洋平，俵矢香苗，有岡仁，首藤昭彦，土井千春，阿部恭子，市川靖史，今田
敏夫，坂元吾偉：Humanityに基づく乳癌実地診療－Humanityを大切にするチーム医療講座(横浜市立
大学乳がん学校)の試み－．第17回日本乳癌学会総会プログラム抄録集，214，2009．
１４．千島隆司，浜口洋平，俵矢香苗，首藤昭彦，土井千春，阿部恭子，坂元吾偉，今田敏夫：患者中心の
チーム医療をめざしたInter-professional Education(横浜市立大学乳がん学校)の試み．第109回日本外
科学会定期学術集会，677，2009.
〔単行書〕
１５．阿部恭子：患者さんの意思決定の支援を行う際の看護のポイントは何ですか?．中村清吾・金井久子
（編），ガイドラインに基づく乳がんケアQ&A　チーム医療のために．総合医学社，30－31，2009
１６．阿部恭子：乳がんの手術を受ける人の看護．雄西智恵美・秋元典子（編），周手術期看護論．第２版，
ヌーヴェルヒロカワ，290－298，2009．
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〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１７．阿部恭子：乳がん看護認定看護師が実践する看護ケアのアウトカム－実践の充実と拡大－．看護技術，
55(2)，50－52，2009．
１８．阿部恭子：乳がん患者への個別化治療における看護の役割．がん看護，14（4），445－446，2009．
１９．金澤麻衣子：多職種連携でリンパ浮腫を見逃さない!．看護学雑誌，73(8)，44－48，2009.
２０．金澤麻衣子，高橋由美子：進行・終末期乳がん患者と家族を支える看護．ホスピスケア，20(2)，63－
73，2009．
２１．金澤麻衣子：進行・終末期乳がん患者と家族を支える看護．ホスピスケア，20(2)，50－62，2009．
〔研究状況〕
　認定看護師教育課程（乳がん看護）では，乳がん看護および乳がん看護認定看護師教育に関する教育実
践および研究を行っている．乳がん看護の実践的な教育に関するもの（13－16，18－21）と，乳がん看護
認定看護師の実践に関するもの（2－4，17）がある．また，認定看護師・専門看護師の役割に関する調査
研究(1)や，乳がん患者への実践的なケアに関する調査研究(6－12)について報告した。
病院看護システム管理学
〔学会発表抄録〕
１．永野みどり,手島恵,緒方泰子,徳永恵子,江幡智栄,山田尚子,笹井智子,林みゆき,安藤禎子：病院における深
度別の褥瘡発生率と褥瘡対策の取り組みの質問紙調査,第18回日本創傷・オストミー・失禁ケア研究会
抄録集,42,2009. 
２．侭田悦子,安藤禎子,樋口哲郎,永野みどり,徳永恵子, 塚田邦夫：一時的ストーマ造設患者が抱える問題,
第18回日本創傷・オストミー・失禁ケア研究会抄録集,35,2009. 
３．安藤禎子,横内清子,侭田悦子,田中顕太郎,永野みどり,徳永恵子, 塚田邦夫：第３次救急開設後の当院に
おける褥瘡発生の現状と課題,第6回日本褥瘡学会関東甲信越地方会学術集会抄録集,38,2009. 
４．永野みどり,手島恵,緒方泰子,徳永恵子,江幡智栄,山田尚子,笹井智子,林みゆき,安藤禎子：病院における深
度別の褥瘡発生率と褥瘡対策の取り組みの質問紙調査,日本褥瘡学会誌,11（3）,357,2009. 
５．佐藤浩子,手島恵,永野みどり：新人看護師の臨床適応促進と組織変革,第13回日本看護管理学会年次大会
抄録集,68,2009. 
６．酒井富美,手島恵,永野みどり：手術看護における質保証の仕組みづくり-認定看護師の活用と予防倫理
に基づく実践-,第13回日本看護管理学会年次大会抄録集,60,2009. 
７．入江昭子,手島恵,永野みどり：看護補助者の能力開発と活用－適切なサービスを提供するための管理－
,第13回日本看護管理学会年次大会抄録集,71 ,2009. 
８．緒方泰子，永野みどり，橋本廸生：マグネット病院の特性に基づくPES-NWIを用いた看護実践環境の
測定と看護師の定着に関する変数との関連．日本医療・病院管理学会誌，46（Suppl.），132，2009
９．Ogata Y., Nagano M., Hashimoto M.: Job Retention and Working Environment of Hospital 
Nurses in Japan. The 7th World Congress of international Health Economics Association，p22, 
2009
１０．Ogata Y., Nagano M., Hashimoto M.: An Analysis of the Influence of Work Environment upon 
the Job Retention of Hospital Nurses in Japan. The 19th  IAGG World Congress of 
Gerontology and Geriatrics，PD8-860, 2009
〔その他〕
１１．千葉大学大学院看護学研究科看護システム管理学専攻：文部科学省平成18年度大学改革推進補助金　
特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）報告書　課題プロジェクトによる看護管理能力の開発
,2009.3.
１２．永野みどり：褥瘡の発生と進行のメカニズム,介護専門職の総合雑誌おはよう21,20（6）,14-18,2009
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１３．永野みどり：研究成果報告書　基盤研究（Ｃ）文部科学省科学研究費補助金平成18年度～平成20年度
　課題番号18592304　褥瘡対策における医療提供システムの質評価指標開発の基礎的研究,2009.5.
１４．手島恵：教育講演　医療従事者に問われる倫理,第47回日本社会保険医学会総会講演集,26,2009.
〔研究状況〕
　平成18年度に選定された特色GP「課題プロジェクトによる看護管理能力の開発の取り組み」の評価のた
めの調査を看護システム管理学で実施し,報告書にまとめた．
　手島は,本年度から開始した科学研究費補助金基盤（Ｃ）「看護管理者のリーダーシッププログラムの開
発と評価」の調査のための準備に取組んだ．
　永野は,継続して研究している病院における褥瘡対策体制の質評価についてのデータ分析と学会への報
告ならびに論文投稿などに取り組んだ．本年度から開始した科学研究費補助金基盤（Ｃ）「病院における褥
瘡対策体制の質評価指標の開発」の訪問調査ならびに介入研究の準備を進めた．
地域看護システム管理学
〔学会発表抄録〕
１．上原たみ子，久保田米子，吉本照子，緒方泰子：M市保健福祉課における資源の有限性を考慮した事
業再構築に向けた取り組み．日公衛会雑誌，56(10)，598，2009．
２．松浦美知代，吉本照子，緒方泰子：介護老人保健施設の介護支援専門員が認知症ケアの人材育成役割
を担うための学習支援．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集．153，2009．
３．吉本照子，酒井郁子，矢島妙子，渡邉智子，井上映子，杉田由加里，茂野香おる：介護老人保健施設
の看護師・介護福祉士および理学・作業療法士による在宅療養支援．日本老年看護学会第14回学術集
会抄録集．264，2009．
４．栁澤尚代，吉本照子：中核市保健所精神保健分野の近隣苦情における当事者の家族支援の観点からみ
た担当職員のアセスメントと働きかけ．日本地域看護学会第12回学術集会講演集．89，2009．
５．Ogata Y., Nagano M, Hashimoto M.: Job Retention and Working Environment of Hospital 
Nurses in Japan. The 7th World Congress of international Health Economics Association 
(iHEA), 22, 2009.
６．Ogata Y., Nagano M., Hashimoto M.: An Analysis of the Influence of Work Environment upon 
the Job Retention of Hospital Nurses in Japan-. The 19th IAGG World Congress of 
Gerontology and Geriatrics, PD8-860, 2009.
７．緒方泰子，永野みどり，橋本廸生：マグネット病院の特性に基づくPES-NWIを用いた看護実践環境の
測定と看護師の定着に関する変数との関連．日本医療・病院管理学会誌，46(Suppl)，132，2009．
８．緒方泰子，橋本廸生，乙坂佳代：マグネット訪問看護ステーションの特性に関する基礎的研究．日公
衛会雑誌，56(10)，495，2009．
９．永野みどり，手島恵，緒方泰子，徳永恵子，江幡智栄，山田尚子，笹井智子，林みゆき，安藤禎子：
病院における深度別の褥瘡発生率と褥瘡対策の取り組みの質問紙調査，第18回日本創傷・オストミ ・ー
失禁ケア研究会抄録集，42，2009．
１０．永野みどり，手島恵，緒方泰子，徳永恵子，江幡智栄，山田尚子，笹井智子，林みゆき，安藤禎子：
病院における深度別の褥瘡発生率と褥瘡対策の取り組みの質問紙調査，日本褥瘡学会誌，11(3)，357，
2009．
１１．伊藤隆子，小笹優美，辻村真由子，山本則子，片倉直子，緒方泰子，白石澄江，石垣和子：日本の訪
問看護師と病棟看護師の専門職としての行動とその規範の差異，日本地域看護学会第12回学術集会講
演集．175， 2009．
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〔報告書〕
１２．吉本照子，酒井郁子，杉田由加里，八島妙子，渡邉智子，茂野香おる，井上映子：介護老人保健施設
の在宅復帰支援におけるケア職者のジレンマの解決に向けたケアのシステム化②．第39回三菱財団事
業報告書．平成20 年度，544－546，2009．
１３．石垣和子，伊藤隆子，辻村真由子，吉本照子，緒方泰子：3003訪問看護師として再就職したい看護職
者を支援する学び直しプログラム開発（実施責任者：吉本照子）．平成20年度社会人学び直しニーズ対
応教育推進プログラム委託業務成果報告書．2009．
１４．緒方泰子，橋本廸生，乙坂佳代：訪問看護サービスの質を保証するマグネット訪問看護ステーション
の特性に関する基礎的研究．（財）フランスベッド・メディカルホームケア助成・研究財団研究助成・
事業助成報告書，569－586，2009．
１５．緒方泰子：高齢社会を継続的に支えるための看護資源の有効活用に向けた看護実践環境測定尺度の開
発．ユニベール財団調査研究報告書　豊かな高齢社会の探求，17，1－20，2009．
１６．緒方泰子：安全で質の高い看護サービスの基盤となる看護実践環境のあり方に関する研究～マグネッ
ト病院の特性に基づく尺度の活用～．（財）政策医療振興財団研究助成事業報告書－教育－（平成20 
年度），1－22，2009．
〔単行書〕
１７．吉本 照子：状況分析から評価まで．吉本 照子，酒井 郁子，杉田 由加里(編)，地域高齢者のための看
護システムマネジメント． 医歯薬出版，1－17，2009 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
１８．Yoshinaga A., Yoshimoto T., Ishigaki K.: The Use of Hot Footbaths for Enhancing Sleep as a 
Japanese Art Form of Nursing: a Review on the Development of the Technique (1876-2005). 文
化看護学会誌, 1(1), 31－37, 2009. 
１９．大光房枝，上原たみ子，吉本照子，酒井郁子，杉田由加里：Ａ市直営の地域包括支援センターにおけ
る創設期の新予防給付ケアマネジメントのしくみづくり．千葉看護学会会誌，15(2) ，53－61，2009
２０．清水みどり，緒方泰子，吉本照子：介護老人保健施設の看護・介護職が認識する職場の働きやすさ．
新潟青陵学会誌，1(1)，81－91，2009
２１．清水みどり，吉本照子，緒方泰子：【長期ケア施設における看護管理の魅力とその実際】 長期ケア施
設の看護管理者が推進する在宅支援と課題．看護管理，19(10)， 847－852，2009
２２．辻村真由子，吉本照子，緒方泰子，伊藤隆子，石垣和子：千葉大学「訪問看護師として再就職したい
看護職者を支援する学び直しプログラム」を実施して．　訪問看護と介護． 14(9) ，768－781，2009
２３．吉本照子，緒方泰子：【看護管理者が成長への意志をもとに学び合う共同体】看護管理者とともに「成
長への意志をもとに学び合う共同体」を形成するための教育支援．看護展望，34(11)，1076－1077，
2009
２４．中原淳，吉本照子: 【看護管理者が成長への意志をもとに学び合う共同体】管理者が実践の場で学び
合う共同体を形成するための考え方．看護展望，34 (11)，1068－1071，2009
　地域看護システム管理学では，看護職者が各々の組織の役割・機能，地域の状況に応じ，地域ケアの一
環としてシステム化を推進するように，地域ケアの質改善や人材育成の考え方，実践方法および評価，管
理者の役割行動について研究・教育を行っている．修了者および在籍者の実践・研究の成果として，新た
に創設された地域包括支援センター，行政組織あるいは介護老人保健施設の役割遂行に向けたしくみづく
りや変革における管理者の行動と成果等について発表した(1，2，19-21)．また，訪問看護学教育研究分野，
学内外の教員・実践者や医療福祉機関と連携して，文部科学省委託事業｢訪問看護師として再就職したい看
護職者を支援する学び直しプログラム開発｣を行い，成果を報告した(13，22)．
　吉本は，介護老人保健施設の在宅支援機能(3，12，21)，精神保健福祉分野における地域生活支援の観点
から住民のクレーム対応(4)に関し報告した．地域における看護のシステム化を推進するための実践方法と
考え方，管理者の力量開発についてまとめた(17)．
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　緒方は，マグネット病院の特性に基づくPES-NWIを用いて、看護師の定着等との関連を検討し(5-7，16)，
日本版尺度(15)や訪問看護領域の尺度(8，14)の開発を試みた．また，病院の褥瘡対策について調査し(9-10)，
病棟・訪問看護師の行動規範について明らかにした(11)．
ケア施設看護システム管理学
〔学会発表抄録〕
１．黒河内仙奈，酒井郁子，遠藤淑美，湯浅美千代，末永由美，島田広美，荒木暁子，飯田貴映子，根本
敬子：高齢脳卒中患者への看護援助に関する看護師教育プログラムの短期的評価．第29回日看科会学
術集会講演集，477，2009．
２．諏訪さゆり，酒井郁子，飯田貴映子，根本敬子，大塚眞理子，丸山優，渕田英津子，人見裕江，渡辺
みどり：生活リズム障害ケアプロトコ－ルの理解と活用によるケアと情報共有の困難感の変化．第10
回日本認知症ケア学会プログラム・抄録集，243，2009．
３．成田香織，田高悦子，宮下陽江，立浦紀代子，金川克子，天津栄子，松平裕佳，酒井郁子，壷有桂，
河原智江，田口(袴田)理恵：農村部における介護予防講座の評価　第１報：事業参加者と不参加者の背
景要因の検討．第68回日公衛会抄録集，483，2009．
４．宮下陽江，田高悦子，立浦紀代子，金川克子，天津栄子，松平裕佳，酒井郁子，成田香織：農村部に
おける介護予防講座の評価　第2報：認知機能及び物忘れ不安への効果の検討．第68回日公衛会抄録集，
483，2009．
５．黒河内仙奈，酒井郁子，飯田貴映子，根本敬子，遠藤淑美，湯浅美千代，島田広美，末永由理，荒木
暁子：高齢脳卒中患者学習支援プログラムの有効性について－ケ－ススタディによる検討－．国際リ
ハビリテ－ション看護研究会第4回研究発表会，2009．
６．Watanuki S., Sakai I., Torita M., Kawasaki Y., Matsukawa K: Patterns and risk factors of acute 
confusion among adult and elderly patients undergoing general surgeries at a university 
hospital． The 1st International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing 
Science, Program & Abstracts, 237, 2009．
７．Sakai I., Watanuki S., Torita M., Kawasaki Y., Matsukawa K.: Nurses’ assessment and 
interventions for adult and elderly postoperative patients who are at high－risk for developing 
or presently experiencing acute confusion． The 1st International Nursing Research 
Conference of World Academy of Nursing Science, Program & Abstracts, 238, 2009．
８．酒井郁子：千葉大学における専門職連携教育の試み　その課題と展望，　シンポジウムⅡ「人間力を培
う看護教育力」．第19回日本看護学教育学会学術集会，85，2009．
９．酒井郁子：　学術集会長講演　IPEとプロフェッショナリズム．第2回日本保健医療福祉連携教育学会
学術集会プログラム抄録集，16，2009．
１０．井出成美，酒井郁子，石井伊都子，朝比奈真由美，野口穂高，関根祐子，飯田貴映子，眞嶋朋子，宮
﨑美砂子，田邊政裕：千葉大学亥鼻IPEのSTEP2プログラム評価～受講後の学生のアンケ－トより．
第2回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム抄録集，57，2009．
１１．酒井郁子，諏訪さゆり，飯田貴映子，根本敬子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理子，丸山優，坂井さ
ゆり，萩野悦子，人見裕江，渕田英津子，渡辺みどり，松澤有夏，渡邉智子：厚生労働省補助金研究
報告5生活リズム障害ケアプロトコ－ルの開発と臨床適用．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，
91，2009．
１２．諏訪さゆり，酒井郁子，根本敬子，飯田貴映子，萩野悦子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理子，丸山
優，坂井さゆり，人見裕江，渕田英津子，渡辺みどり，松澤有夏，渡邉智子：生活リズム障害ケアプ
ロトコ－ル導入に向けた職員研修の効果．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，124，2009．
１３．遠藤淑美，坂井さゆり，酒井郁子，諏訪さゆり，萩野悦子，飯田貴映子，根本敬子，岩鶴早苗，大塚
眞理子，丸山優，人見裕江，渕田英津子，松澤有夏，渡邉智子，渡辺みどり：生活リズム障害ケアプ
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ロトコ－ルver.1の臨床適用にむけた課題－エキスパ－トパネルの結果から－．日本老年看護学会第
14回学術集会抄録集，172，2009．
１４．萩野悦子，酒井郁子，諏訪さゆり，飯田貴映子，根本敬子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理子，丸山
優，坂井さゆり，人見裕江，渕田英津子，渡辺みどり，松澤有夏，渡邉智子：生活リズム障害の発生
状況と背景要因の分析－生活リズム障害ケアプロトコ－ルVer.2の開発にむけた調査から－．日本老
年看護学会第14回学術集会抄録集，173，2009．
１５．飯田貴映子，酒井郁子，諏訪さゆり，根本敬子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理子，丸山優，坂井さ
ゆり，萩野悦子，人見裕江，渕田英津子，渡辺みどり，松澤有夏，渡邉智子：長期ケア施設入所者の
薬剤使用に関する実態調査とケアプロトコ－ルの必要性の検討．日本老年看護学会第14回学術集会抄
録集，174，2009．
１６．酒井郁子，飯田貴映子，根本敬子，諏訪さゆり，遠藤淑美，坂井さゆり，人見裕江，渡辺みどり，松
澤有夏，岩鶴早苗，大塚眞理子，丸山優，萩野悦子，渕田英津子，渡邉智子：生活リズム障害ケアプ
ロトコ－ルVer.1の長期ケア施設入居者への適用．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，175，
2009． 
１７．根本敬子，酒井郁子，飯田貴映子，諏訪さゆり，萩野悦子，内野良子，大津一枝，亀井政宏，片平塁，
立花みゆき：介護老人保健施設における生活リズム障害ケアプロトコル導入への研究者の支援と課題．
日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，206，2009．
１８．吉本照子，酒井郁子，八島妙子，渡邉智子，井上映子，杉田由加里，茂野香おる：介護老人保健施設
の看護師・介護福祉士および理学・作業療法士による在宅生活支援．日本老年看護学会第14回学術集
会抄録集，264，2009．
１９．片岡万里，正木治恵，奥野茂代，井出訓，飯田貴映子：交流集会4日本老年看護学会から世界への発信
を考える－国際活動事例を通して－．日本老年看護学会第14回学術集会抄録集，68，2009．
２０．朝比奈真由美, 田辺政裕, 宮﨑美砂子, 酒井郁子, 山本利江, 石井伊都子, 飯田貴映子, 井出成美：千葉大
学における専門職連携教育(亥鼻IPE)の実践，医学教育，40 Supp１， 86，2009．
２１．Iida K., Sakai I., Nemoto K., Suwa S., Hagino E., Ishigaki K.: The Nursing protocol development 
for older adults who need daily rhythm adjustments． Journal of Nutrition, Health and Aging, 
vol.13, supp.1，S645－646．
〔報告書〕
２２．酒井郁子，諏訪さゆり，飯田貴映子，根本敬子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理子，丸山優，坂井さ
ゆり，萩野悦子，人見裕江，渕田英津子，松澤有夏，渡辺みどり，渡邉智子：生活リズム障害ケアプ
ロトコ－ルの開発と臨床適用．平成20年度高齢者の胃ろう閉鎖，膀胱留置カテ－テル抜去を安全かつ
効果的に実施するためのアセスメント・ケアプログラムの開発に関する調査研究事業報告書，87－124，
日本老年看護学会，2009．
〔単行書〕
２３．酒井郁子：第2章生活支援のためのシステム要素の開発と展開　1転倒予防．吉本照子，酒井郁子，杉
田由加里(編)地域高齢者のための看護システムマネジメント，医歯薬出版，18－29，2009．
２４．大塚眞理子，酒井郁子：第2章生活支援のためのシステム要素の開発と展開　3地域高齢者のケアにお
ける専門職連携実践能力の開発，酒井郁子，杉田由加里(編)地域高齢者のための看護システムマネジメ
ント，医歯薬出版，41－51，2009．
２５．諏訪さゆり，酒井郁子：第3章看護(ケア)システムの開発と展開　3認知症高齢者が適切な医療を受ける
ためのケアシステム．酒井郁子，杉田由加里(編)地域高齢者のための看護システムマネジメント，医歯
薬出版，101－120，2009．
２６．酒井郁子：第3章看護(ケア)システムの開発と展開　4介護保険施設におけるリスクマネジメント．酒井
郁子，杉田由加里(編)地域高齢者のための看護システムマネジメント，医歯薬出版，121－131，2009．
２７．酒井郁子：第3章看護(ケア)システムの開発と展開5リハビリテ－ションの展開に必要なケアシステム．酒
井郁子，杉田由加里(編)地域高齢者のための看護システムマネジメント，医歯薬出版，132－146，2009．
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２８．内野良子，酒井郁子：第3章看護(ケア)システムの開発と展開　6高齢者の尊厳を守るエンドオブライフ
ケア－介護老人保健施設におけるとりくみから．酒井郁子，杉田由加里(編)地域高齢者のための看護
システムマネジメント，医歯薬出版，147－162，2009．
２９．酒井郁子：老年期の疾病・治療とリハビリテ－ション１　身体運動機能．正木治恵(編)改訂版老年看護
学，放送大学教育振興会，145－159，2009．
３０．酒井郁子：老年期の疾病・治療とリハビリテ－ション2　ADL(日常生活動作)．正木治恵(編)改訂版老
年看護学，放送大学教育振興会，160－176，2009．
３１．酒井郁子：老年期の疾病・治療とリハビリテ－ション3　周手術期．正木治恵(編)改訂版老年看護学，
放送大学教育振興会，177－193，2009．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
３２．酒井郁子：【連携教育】連携教育の実践と課題　看護学領域から．理学療法ジャ－ナル，43(12)，1053
－1059．
３３．酒井郁子：老人保健施設における私のケア管理(第6回)　介護老人保健施設におけるケア管理と今後の
可能性．臨床老年看護，16(5)，75－79，2009．
３４．朝比奈真由美，酒井郁子：【チ－ム力を高めて効果的なケアを】 専門職連携教育の現場から　医学部
からみた専門職連携教育の意義と臨床での課題．精神科看護，36(10)，30－33，2009．
３５．酒井郁子，飯田貴映子：特集長期ケア施設における看護管理の魅力とその実際　長期ケア施設におけ
る看護管理の展望．看護管理，19(10)，818－823，2009．
３６．根本敬子，浜砂貴美子，飯田貴映子，酒井郁子：特集長期ケア施設における看護管理の魅力とその実
際　長期ケア施設看護管理者の成長．看護管理，19(10)，840－846，2009．
３７．酒井郁子，宮﨑美砂子，石井伊都子，田邊政裕，朝比奈真由美，井出成美，飯田貴映子，山本利江：
医療系学部基礎教育課程における専門職連携教育推進を目指したマネジメント．保健医療福祉連携，
1(1)，35－42，2009．
〔研究状況〕
　ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテ－ション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，災害後のリハビリテ－ション看護，看護・介護職の国際化に関する研究教育活動をおこなって
いる．本領域は本年度で開設3年目となり，修士課程大学院生の修士研究報告書作成の年である．また，雑
誌「看護管理」において長期ケア施設における看護管理の魅力とその実際についての特集をくみ，大学院
生とともにその執筆をおこなった(35，36)．
　酒井は，研究代表者である科学研究補助金(基盤(C)「高齢脳卒中患者の自我発達を支える学習教材の開
発」(平成19年度～21年度)の最終年である本年は，介入研究を展開しその評価研究を実施し，本研究の一部
について学会報告をおこなうとともに(1，5)，報告書作成に向けて成果のまとめをおこなっている． 
　また，日本老年看護学会平成20年度老人保健健康増進等事業において，生活リズム障害に関するケアプ
ロトコ－ルの開発班長として昨年度作成したケアプロトコ－ルの臨床における導入とその結果についての
報告書作成(22)と学会発表をおこなった(11－17)．
　専門職連携教育(IPE)においては，第2回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会の学術集会長を務め，
会長講演を行った(9)．また，千葉大学現代GPにおけるIPE実践やIPEについての講演やシンポジウムへの
参加(8，20)，IPE評価研究の成果の学会発表(10)，さらにIPEに関する執筆(32，34，37)をおこなった．
　さらに，外部助成金を得て四川省における震災後のリハビリテーション看護に関する日中共同研究にも
取り組んでいる．
　また，急性期病院におけるせん妄に関する研究の成果を国際学会での発表や(6，7)，本年出版された地域
高齢者ケアシステムマネジメント(23－28)と老年看護学(29－31)に関するテキストの執筆を担当した．
　飯田は，日本老年看護学会平成20年度老人保健健康増進等事業において，生活リズム障害に関するケア
プロトコ－ル開発と導入の一部についての発表を国内外でおこなった(15，21)．また，平成20年より研究助
成を得て，高齢者長期ケア施設で働く外国人看護職・介護職の実態に関する調査をおこない，現在報告に
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向け成果をまとめている．また，科学研究費補助金(若手(B)(平成21年度－22年度)による研究「介護保険施
設における文化的感受性を高めるためのガイドラインの作成」に取り組んでいる．
